
政
権
参
加
時
代
（
一
九
四
四
i
四
七
年
）
の

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
労
働
者

政権参加時代（一九照四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

杉

本

淑

彦

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
〔
要
約
】
　
解
放
か
ら
政
権
離
脱
に
至
る
三
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
軌
跡
の
特
徴
は
、
①
賃
金
抑
制
派
が
多
数
を
占
め
る
連
合
政
権
に
参
加
す
る
た
め
、

　
賃
金
抑
制
に
協
力
す
る
が
、
そ
の
結
果
労
働
者
の
支
持
が
動
揺
す
れ
ば
賃
上
げ
運
動
を
組
織
す
る
、
と
い
う
パ
タ
；
ソ
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
あ
る
。
連

　
合
政
権
参
加
と
労
働
者
の
支
持
こ
そ
、
共
産
党
が
追
求
し
た
相
い
れ
難
い
二
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
。
②
　
九
四
六
年
夏
以
降
、
こ
の
二
つ
の
9
標
の
矛
盾

　
が
激
化
し
た
。
そ
の
時
ま
で
は
、
労
働
運
動
内
で
共
産
党
に
対
抗
し
え
る
勢
力
が
な
か
っ
た
た
め
、
共
産
党
は
要
求
を
軽
視
し
て
い
て
も
労
働
者
の
支
持

　
を
繋
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
P
T
T
ス
ト
で
状
況
は
変
わ
っ
た
。
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
を
競
う
有
力
対
抗
馬
の
出
現
で
、
共
産
党
は
賃
上

　
げ
要
求
に
積
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
、
連
合
政
権
に
お
け
る
居
心
地
を
漸
次
悪
く
し
た
。
そ
し
て
四
七
年
五
月
、
政
権
か

　
ら
の
一
時
的
離
脱
を
覚
悟
し
て
ま
で
も
共
産
党
は
、
労
働
者
の
支
持
を
守
る
た
め
に
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
七
巻
蕊
号
　
一
九
八
四
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
四
四
年
八
月
二
六
日
、
ド
・
ゴ
ー
ル
首
班
の
臨
時
政
府
が
パ
リ
へ
凱
旋
す
る
。
九
月
九
日
、
新
内
閣
成
立
。
共
産
党
か
ら
は
二
名
が
入

閣
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
結
党
以
来
初
め
て
、
資
本
主
義
体
制
下
の
連
合
政
権
与
党
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
共
産
党
は
、
墓
抑
制
建
と
す
・
連
合
政
馨
数
派
と
の
協
調
の
硬
論
ら
、
解
放
後
の
恒
鵠
覆
農
・
物
難
事
に
喘
ぐ
労
璽
鶴
岡

の
賃
上
げ
要
求
を
積
極
的
に
は
汲
み
上
げ
ず
、
そ
れ
は
、
党
と
労
働
者
と
の
間
の
絶
え
ま
な
い
緊
張
を
生
ま
な
い
で
は
お
か
な
か
っ
た
。
そ
し
　
5
5



て
共
産
党
は
、
労
働
者
に
基
盤
を
置
く
以
上
、
こ
の
緊
張
が
昂
ま
る
の
を
放
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
連
合
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
る
四

七
年
五
月
、
さ
ら
に
連
合
政
権
復
帰
を
断
念
す
る
同
年
秋
に
至
る
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
歴
史
は
、
連
合
政
権
追
求
政
策
が
惹
起
し
て
止

ま
な
か
っ
た
労
働
者
と
の
緊
張
の
歴
史
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
緊
張
を
弛
緩
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
の
歴
史
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
解
雨
後
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
動
向
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
共
産
党
閣
僚
解
任
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

件
（
四
七
年
五
月
）
に
お
け
る
社
会
党
側
の
要
因
を
論
じ
た
先
年
の
小
論
に
続
い
て
、
当
面
は
、
同
事
件
の
共
産
党
側
の
要
因
を
究
明
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
四
七
年
五
月
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て
お
き
た
い
。

　
①
　
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
共
の
政
権
協
力
と
決
裂
」
『
史
林
』
三
…
六
号
　
一
九
八
二
年
。

56　（376）

1
　
「
生
産
の
戦
い
」

　
四
四
年
九
月
一
〇
日
、
共
産
党
最
高
指
導
者
の
一
人
、
政
治
局
員
フ
ラ
シ
ョ
ン
し
d
●
男
養
。
ぎ
旨
は
、
パ
リ
地
域
労
組
幹
部
集
会
で
、
　
「
今
後

お
こ
な
わ
ね
ば
な
な
い
こ
と
」
を
列
挙
し
た
。
第
一
に
戦
争
遂
行
一
軍
需
生
産
強
化
、
次
い
で
売
国
奴
追
及
、
以
下
、
企
業
内
粛
正
、
経
済
再

　
　
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

生
、
五
〇
％
賃
上
げ
、
最
後
に
三
六
年
社
会
立
法
再
実
施
で
あ
る
。

　
賃
上
げ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
早
く
も
こ
の
時
点
で
、
連
合
政
権
内
で
不
協
和
音
が
生
じ
る
。
確
か
に
、
新
政
権
の
支
持
基
盤
を
固
め
る
た
め
、

占
領
下
の
国
家
統
制
で
低
く
押
さ
え
ら
れ
て
き
た
賃
金
を
解
放
と
同
時
に
あ
る
程
度
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
は
、
賃
金
抑

欄
を
経
済
政
策
の
中
軸
に
据
え
る
連
合
政
権
多
数
派
（
ド
・
ゴ
ー
ル
、
社
会
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
、
急
進
社
会
主
義
者
口
㊤
象
。
甲
¢
×

左
派
）
も
共
産
党
と
共
有
し
て
お
り
、
臨
時
政
府
布
告
O
a
9
嬉
昌
8
で
、
の
賃
金
の
国
家
統
制
　
⇔
解
放
後
二
ヵ
月
以
内
に
賃
金
是
正
　
⇔
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

正
決
定
権
を
共
和
国
委
員
。
o
ヨ
巨
ω
ω
巴
嘉
島
①
㌶
菊
魯
¢
σ
｝
5
ロ
Φ
に
委
ね
る
、
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
賃
上
げ
率
が
問
題
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
共
産
党
は
五
〇
％
を
要
求
し
た
が
、
布
告
で
は
二
〇
％
が
上
限
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
初
め
は
共
産
党
が
攻
勢
に
出
た
。
解
放
直
後
の
混
乱
で
パ
リ
と
地
方
と
の
連
絡
が
途
絶
え
、
各
地
方
の
解
放
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
共
産

党
の
圧
力
を
地
方
現
場
で
ま
と
も
に
受
け
た
共
和
国
委
員
は
、
二
〇
％
か
ら
五
〇
％
の
賃
上
げ
（
地
域
毎
、
職
種
毎
に
率
が
異
な
る
）
を
認
可

　
　
　
　
　
③

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
先
さ
ら
に
新
た
な
賃
上
げ
が
認
可
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
多
数
派
は
反
撃
に
出
る
。
ま
ず
、
通
産
相
（
社
会
党
員
）
布
令

霞
竃
（
9
・
2
2
）
で
共
和
国
委
員
か
ら
賃
金
是
正
暴
威
晦
次
い
で
・
共
産
党
閣
僚
（
空
軍
・
厚
生
）
に
出
席
権
の
な
い
経
済
関
係
閣
僚
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

議
（
1
1
・
1
6
）
で
、
新
た
な
賃
上
げ
は
お
こ
な
わ
な
い
と
決
定
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
共
産
党
は
、
賃
金
凍
結
を
狙
う
連
合
政
権
多
数
派
の
こ
の
反
撃
に
対
し
て
、
再
攻
勢
に
出
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
将
来
の
賃
上

げ
を
困
難
に
す
る
通
産
相
布
令
や
経
済
関
係
閣
僚
会
議
決
定
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
通
し
て
党
勢
を
急

速
に
拡
大
さ
せ
た
南
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
賃
金
問
題
に
共
産
党
は
冷
淡
に
な
っ
た
。
九
月
段
階
で
は
、
本
来
の
要
求
で
あ
る
五
〇
％
と
既
得
賃
上

げ
と
の
格
差
を
指
摘
し
加
算
を
要
求
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
〇
月
に
入
る
と
、
五
〇
％
と
い
う
数
字
に
は
最
早
言
及
せ
ず
、
パ
リ
と
の
賃
金
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

差
是
正
を
求
め
る
だ
け
と
な
り
、
一
一
月
に
は
そ
う
し
た
要
求
さ
え
持
ち
出
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
は
、
賃
金
要
求
を
漸
次
下
ろ
し
て
い
く
＝
刀
で
、
「
生
産
の
戦
い
」
じ
u
暮
㊤
羅
①
α
①
冨
鷺
。
身
。
賦
。
β
と
い
う
ス
戸
ー
ガ
ソ
を
掲
げ
、

労
働
老
に
生
産
努
力
を
強
め
る
よ
う
要
求
し
始
め
る
。
こ
の
雄
々
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
パ
リ
地
域
労
連
主
催
《
経
済
回
復
を
め
ざ
す
大
会
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
1
1
・
1
2
）
の
フ
ラ
シ
ョ
ン
演
説
の
な
か
で
初
め
て
登
場
し
た
。
演
説
題
目
が
ま
さ
に
、
　
「
生
産
の
戦
い
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ

っ
た
。
党
書
記
デ
ュ
ク
ロ
い
U
琴
δ
ω
も
言
う
、
　
「
戦
争
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
強
力
な
軍
需
工
業
を
必
要
と
す
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
戦
え
、

　
　
　
　
⑧

働
け
で
あ
る
。
」

　
そ
し
て
こ
の
「
生
産
の
戦
い
」
で
は
、
働
く
こ
と
が
生
活
改
善
要
求
よ
り
も
優
先
視
さ
れ
た
。
例
え
ば
南
部
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
県
知
事
合
同

会
議
（
1
0
・
1
5
）
で
、
ヴ
ォ
ク
リ
ュ
ー
ズ
く
窪
。
冨
ω
。
票
知
事
が
「
C
G
T
（
労
働
総
同
盟
）
の
代
表
潜
達
は
『
ま
ず
生
産
、
次
い
で
要
求
』
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
勝
利
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
C
G
T
金
属
労
連
ブ
ー
シ
ュ
“
デ
ュ
三
文
ー
ヌ
し
d
o
ロ
。
財
㊦
甲
α
亭
菊
ゲ
9
Φ

県
大
会
（
！
1
．
1
8
）
で
C
G
T
県
連
書
記
長
モ
リ
ノ
冨
。
目
巳
（
共
産
党
中
央
委
員
）
は
、
「
生
産
は
現
在
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
労
働
者
は
こ57　（377）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
労
働
を
担
う
責
務
が
あ
る
。
…
…
ま
ず
働
こ
う
、
そ
れ
か
ら
要
求
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
「
生
産
の
戦
い
」
へ
の
叱
陀
激
励
は
、
年
が
明
け
る
と
一
層
激
し
く
な
る
。
一
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
開
か
れ
た
党
中
央
委
員
会
で
の

書
記
長
ト
レ
ー
ズ
冨
．
寿
げ
。
お
N
報
告
は
、
〃
働
く
こ
と
”
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
も
の
だ
っ
た
。
「
工
場
、
な
に
よ
り
も
軍
需
工
場
を
再
開
す

る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
全
精
力
を
傾
注
す
る
こ
と
、
…
…
必
要
を
さ
ら
に
上
ま
わ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
、
こ
れ
も
、
わ
れ
わ
れ
の
力
で
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
」
「
戦
い
と
労
働
、
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
掟
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
男
女
の
掟
で
あ
る
。
戦
闘
し
、
労
働
し
ょ
う
。
」

そ
し
て
ト
レ
ー
ズ
は
、
苛
酷
な
労
働
条
件
を
称
揚
し
さ
え
す
る
。
　
「
炭
鉱
労
働
者
は
、
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
時
間
も

残
業
し
た
り
、
日
曜
日
に
も
働
い
た
り
し
て
い
る
。
」
「
こ
こ
（
ロ
ワ
ー
ル
県
の
ト
ラ
ッ
ク
工
場
）
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
は
、
生
産
す
る
と
い

う
た
だ
そ
の
こ
と
し
か
念
頭
に
お
い
て
い
な
い
。
労
働
者
は
清
掃
や
修
理
作
業
の
た
め
に
、
休
日
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。
…
…
事
故
の
犠
牲
者

た
ち
も
多
く
は
仕
事
を
は
な
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
」
「
こ
う
し
た
働
く
人
た
ち
の
一
人
ひ
と
り
の
胸
の
中
に
は
、
な
ん
と
豊
か
な
犠
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

的
精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。
春
に
入
る
と
共
産
党
は
、
労
働
者
に
何
を
要
求
し
て
い
る
の
か
を
、
一
切
の
暖
昧
さ
な
し
に

語
り
出
す
。
C
G
T
全
国
委
員
会
○
○
巨
審
8
無
＆
爾
巴
羊
毛
。
爵
一
（
3
・
2
7
）
で
フ
ラ
シ
ョ
ン
で
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
　
「
我
々
は
、
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ゆ
る
場
所
で
、
情
熱
と
自
己
犠
牲
心
を
も
っ
て
働
く
こ
と
を
、
全
労
働
者
に
再
び
訴
え
る
も
の
で
す
」
。

　
勿
論
共
産
党
は
、
諸
要
求
の
突
現
を
目
指
す
と
い
う
「
護
民
官
」
の
立
場
を
完
全
に
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
立
場
は
、

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
二
義
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
先
の
ト
レ
ー
ズ
報
告
は
数
時
間
の
朗
読
を
必
要
と
す
る
程
の
長
文
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
諸
要
求
に
言
及
し
た
の
は
わ
ず
か
一
文
、
「
そ
れ
（
共
産
党
員
と
大
衆
と
の
と
結
び
つ
き
）
は
、
賃
上
げ
や
年
と
っ
た
勤
労
者
の
恩
給
か
ら
、

家
庭
へ
の
石
炭
の
配
給
や
、
食
糧
乱
漫
の
改
善
に
い
た
る
ま
で
、
大
衆
の
も
っ
と
も
直
接
的
な
諸
要
求
を
理
解
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

必
要
と
す
る
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
　
「
こ
う
し
た
要
求
の
満
足
は
、
生
産
の
努
力
、
…
…
と
当
然
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
ト
レ

ー
ズ
の
認
識
は
、
共
産
党
に
と
っ
て
は
労
働
が
一
義
的
で
、
要
求
は
二
義
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
遺
憾
な
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
ま
ず
働
き
、
次
い
で
要
求
」
な
の
だ
か
ら
、
ス
ト
は
共
産
党
の
戦
術
箱
の
奥
深
い
所
に
し
ま
い
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
。
共
産
党
の
大

5S　（378）



政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

拠
点
で
あ
る
マ
ル
セ
イ
ユ
で
、
四
四
年
秋
以
降
共
産
党
が
実
際
に
組
織
し
た
運
動
は
、
食
糧
配
給
改
善
要
求
と
対
独
協
力
者
粛
正
要
求
だ
け
だ

っ
た
が
、
こ
の
際
の
戦
術
は
、
勤
務
終
了
後
の
職
場
集
会
、
県
知
事
・
共
和
国
委
員
宛
の
請
願
署
名
・
デ
モ
・
集
会
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

①
　
刃
ぞ
℃
〇
自
画
H
．
器
ω
。
∋
三
曾
自
。
し
・
o
巴
『
⑦
ω
。
。
唄
コ
臼
2
琵
諭
冨
猷
σ
Q
隅
8
膨
「
一
。
。
－

　
δ
勇
。
層
じ
d
．
単
p
。
7
0
コ
層
｝
曙
ミ
ミ
§
恥
§
塞
ミ
禽
よ
℃
ミ
（
殴
．
笥
・
べ
、
免
防
　
ら
｝
O
帖
的
一
物
）
噛

　
一
零
。
。
い
℃
や
。
。
凶
ム
8

②
馳
ミ
ミ
ぎ
§
ら
ミ
魯
い
8
㌧
－
§
画
駿
ミ
軌
ミ
三
洋
㍉
。
§
N
譜
塗
残
§
さ
、
喧
鷺
餅

　
」
§
瞳
ミ
§
（
以
下
切
．
○
．
O
．
菊
・
刃
．
と
略
す
ソ
累
。
N
N
ω
o
。
枠
」
Φ
念
い
署
．
一
G
。
O
l
。
。
ピ

③
9
0
『
－
U
．
同
。
巳
8
礼
。
営
曲
ミ
。
母
§
黛
。
ミ
“
§
恥
貯
、
、
ミ
ミ
§
騨
L
O
温
、

　
℃
」
り
①
．

④
寅
ρ
9
却
卸
2
。
・
。
9
ミ
。
。
↓
」
濃
幽
魑
℃
．
お
ら
。
・

⑤
　
卜
犠
、
ミ
§
偽
℃
ミ
コ
。
＜
■
お
置
・

⑥
　
南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
産
党
の
動
向
は
、
と
く
に
注
記
せ
ぬ
限
り
、
党
機
関

誌
沁
ミ
偽
讐
§
ミ
と
、
党
系
大
衆
照
体
『
国
民
戦
線
午
。
鼻
翼
盆
暮
餌
藍
日
刊

紙
卜
貸
§
誘
偽
ミ
ミ
鴛
に
よ
る
。

2

「
生
産
の
戦
い
」
と
労
働
者

⑦
菊
脚
｝
）
℃
o
諄
ρ
冠
0
9
義
曾
2
。
①
唱
〇
島
脱
㌶
話
｝
）
ユ
ω
o
①
0
8
0
∋
δ
器
9
σ
q
ρ
三
斜
。

　
唱
髪
囲
、
q
三
§
α
。
。
。
ω
零
露
8
虜
。
β
～
．
二
。
話
号
蜀
添
σ
q
δ
ロ
陽
訪
一
。
導
ρ
b
づ
’

　
単
ρ
0
8
二
愚
．
ミ
、
‘
℃
．
⑦
O
■

③
旨
」
ソ
三
8
㌧
、
、
宏
9
話
℃
o
ぎ
凶
臼
δ
、
．
℃
9
ミ
恥
蕊
含
9
§
ミ
9
譜
ミ
辞
（
菰
。
．
δ
嚢
、

や
⑦
・

⑨
　
弘
誓
ミ
馬
§
§
ミ
ミ
湊
窺
譜
§
貯
謁
愚
さ
書
§
審
』
§
装
ミ
馬
瓦
2
惹
①
旨
。

2
凶
農
鉱
器
含
ヨ
。
置
O
。
ぎ
く
．
お
塗

⑩
ぎ
噛
寒
弘
埼
ミ
し
㊤
霧
b
。
O
き
く
．
お
鼻

⑪
　
　
『
ト
レ
ー
ズ
政
治
報
告
集
（
H
）
』
一
九
五
五
年
　
未
来
社
　
　
＝
㎝
一
五
、
一
四
〇

1
四
一
、
　
一
山
ハ
一
二
頁
。

⑫
こ
づ
．
孚
巴
6
ρ
愚
．
ミ
‘
℃
．
↓
O
．

⑬
『
ト
レ
ー
ズ
政
治
報
告
集
（
π
）
』
一
六
〇
1
六
～
頁
。

　
解
放
直
後
の
労
働
者
は
、
「
生
産
の
戦
い
」
に
進
ん
で
応
召
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ブ
ー
シ
ュ
翻
デ
ュ
翻
ロ
ー
ヌ
県
情
報
局
ω
興
詮
8
ω
伽
Φ
ω
図
甲

鵠
Φ
黄
器
ヨ
Φ
暮
σ
q
曾
野
糞
×
報
告
（
一
〇
月
上
旬
）
に
よ
る
と
、
共
産
党
は
「
現
在
、
全
組
織
を
あ
げ
て
生
産
奨
励
運
動
を
展
開
し
て
お
り
」
、

労
働
者
は
「
生
産
の
た
め
に
全
精
力
を
注
ぐ
決
心
を
示
し
て
い
る
」
。
　
「
至
る
所
で
選
抜
労
働
突
撃
隊
が
組
織
さ
れ
、
彼
ら
は
再
建
の
先
頭
に

　
　
　
　
　
①

立
っ
て
奪
重
し
」
、
橋
梁
・
鉄
道
な
ど
の
復
旧
工
事
が
「
昼
夜
兼
行
で
未
曾
有
の
速
さ
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
労
働
者
は
再
建
の
使
命
感
に

　
　
②

燃
え
て
」
い
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
の
コ
デ
ー
ル
製
作
所
団
夢
げ
一
心
Φ
ヨ
窪
富
O
O
α
興
で
は
「
九
月
に
は
週
五
四
時
間
労
働
で
五
七
台
の
車
両
が
修
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理
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
数
は
一
〇
月
に
は
八
七
台
、
二
月
に
は
九
二
台
と
な
り
…
…
工
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
上
下
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

全
な
協
同
精
神
が
行
き
渡
っ
て
」
い
た
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
電
力
固
Φ
♀
比
9
ま
α
①
冒
碧
器
障
囲
Φ
で
も
「
労
働
老
は
土
日
擢
労
働
を
申
し
出
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

熱
狂
的
に
仕
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
」
い
た
。
＝
｛
月
二
八
日
、
コ
デ
ー
ル
製
作
所
を
共
禰
国
委
員
と
共
に
訪
れ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
選
出
の
共
産
党

代
議
士
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
9
蓉
9
9
は
労
働
者
集
会
で
「
す
ば
ら
し
い
成
果
を
達
成
さ
れ
た
あ
な
た
が
た
は
使
命
を
自
覚
し
た
兵
士
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
褒
め
そ
や
し
満
場
の
喝
采
を
受
け
、
共
和
国
委
員
も
、
内
務
省
宛
報
告
（
四
五
年
一
月
上
旬
）
の
な
か
で
こ
の
訪
問
に
言
及
し
、
労
働
者
の
「
仕

事
熱
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
四
五
年
に
入
る
と
、
共
産
党
の
画
集
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
熱
は
急
速
に
冷
め
て
し
ま
っ
た
。
前
年
に
は
労
働
者
の
勤
労
意
欲
を

あ
ま
た
書
き
記
し
て
い
た
ブ
ー
シ
ュ
ー
デ
ュ
ー
ロ
ー
ヌ
県
清
幽
局
報
告
は
、
一
月
下
旬
、
欠
勤
率
の
上
昇
を
指
摘
し
「
労
働
者
は
生
産
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
方
向
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
」
と
判
断
し
て
い
た
。
翌
月
に
は
、
　
「
雇
主
は
、
労
働
老
の
仕
事
熱
の
欠
除
に
苛
立
っ
」
（
同
報
告
二

月
上
旬
）
こ
と
に
な
る
。
ト
レ
ー
ズ
が
一
月
末
の
中
央
委
員
会
で
、
各
地
の
労
働
者
の
頑
張
り
例
を
延
々
と
列
挙
し
そ
れ
を
模
倣
す
る
よ
う
訴

え
て
い
た
時
、
労
働
者
の
〃
が
ん
ば
り
ズ
ム
”
は
最
早
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
「
労
働
老
階
級
の
大
部
分
は
生
産
努
力
に
従
事
し
て
い
た
が
、
生
活
困
難
が
続
く
に
つ
れ
て
、
生
産
努
力
へ
の
懐
疑
が
生
ま
れ
て
き
た
」
と

い
う
指
摘
に
従
う
ま
で
も
な
く
、
仕
事
熱
低
下
因
は
明
ら
か
で
あ
る
。
低
賃
金
と
、
解
放
以
来
の
恒
常
的
食
糧
難
・
物
価
騰
貴
。
本
来
な
ら
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
い
は
ず
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
新
年
、
一
般
の
「
市
民
に
は
身
を
包
む
新
し
い
衣
服
が
な
い
。
暖
房
の
き
れ
た
家
に
は
一
片
の
肉
も
な
く
」
、

「
多
く
の
人
が
死
ん
で
い
る
。
そ
れ
も
飢
え
て
死
ん
で
い
く
」
（
食
糧
配
給
相
宛
マ
ル
セ
イ
ユ
共
和
国
委
員
報
告
　
1
・
1
4
）
一
方
で
、
　
「
キ
ャ
バ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
一
晩
で
、
勤
労
者
の
ひ
と
月
分
の
収
入
以
上
を
響
き
散
ら
す
連
中
」
が
い
る
状
態
で
は
、
い
く
ら
共
産
党
が
上
国
激
励

し
て
も
、
労
働
意
欲
の
後
退
は
不
回
避
だ
っ
た
。
仕
事
に
出
る
よ
り
も
買
い
出
し
に
行
く
方
が
利
口
で
あ
っ
た
。
額
に
汗
し
て
働
け
ば
そ
の
分

空
腹
に
な
る
の
だ
か
ら
、
適
当
に
働
く
の
に
こ
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
波
止
揚
や
倉
庫
で
は
、
積
ま
れ
て
い
る
品
物
を
失
敬
す
る
こ
と
が
日

　
　
　
　
　
　
⑨

常
茶
飯
事
化
す
る
な
ど
、
職
場
規
律
も
弛
緩
し
た
。
労
働
倫
理
に
つ
い
て
、
共
産
党
と
労
働
者
と
の
間
に
認
識
上
の
差
異
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ

60　（380）



政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
共
産
党
は
、
賃
金
抑
制
に
事
実
上
協
力
し
た
り
、
労
働
者
の
実
感
か
ら
か
け
離
れ
た
労
働
倫
理
を
掲
げ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
労
働
者
は
共
産
党
か
ら
離
反
し
な
か
っ
た
。
共
産
党
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
通
し
て
克
ち
得
た
支
持
を
繋
ぎ
と
め
て
お
く
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
支
持
者
さ
え
獲
得
し
た
。
実
際
、
解
放
後
の
半
年
、
共
産
党
は
C
G
T
指
導
部
内
で
の
影
響
力
を
強
め
る
が
、
こ
れ
は
、
下
部
労

働
者
の
支
持
で
始
め
て
可
能
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
C
G
T
全
国
委
員
会
（
四
五
年
三
月
二
七
－
二
九
日
）
の
決
定
で
、
e
最
高
指
導
機
関
の
事
務

局
切
母
Φ
p
信
を
共
産
党
派
（
戦
前
の
呼
び
名
に
従
え
ば
統
一
派
自
飛
語
貯
Φ
ω
）
品
名
、
反
・
非
共
産
党
派
（
同
じ
く
同
盟
派
。
o
瓦
ひ
甑
曾
ひ
ω
。
主

体
は
社
会
主
義
者
と
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
）
六
名
の
書
記
で
構
成
し
、
⇔
在
独
の
書
記
長
ジ
ュ
オ
ー
『
冒
口
早
黄
（
同
盟
派
）
の
代
理
と
し
て
、

フ
ラ
シ
ョ
ン
と
、
同
盟
派
出
身
だ
が
共
産
党
に
接
近
し
て
い
た
サ
イ
ヤ
ン
び
・
ω
二
目
p
簿
を
任
命
し
、
⇔
理
事
委
員
会
O
o
ヨ
下
民
δ
旨
9
騨

二
二
湖
辺
賦
く
Φ
で
は
統
一
派
が
二
〇
名
（
占
有
率
五
三
％
）
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
戦
前
の
同
盟
派
と
統
一
派
の
勢
力
比
は
二
対
一
だ

っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
決
定
は
、
共
産
党
が
支
持
拡
大
に
成
功
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
下
部
労
組
内
で
の
実
際
の
力
関
係
は
、

県
連
・
産
別
大
会
が
未
開
催
の
た
め
正
確
な
数
字
の
把
握
は
無
理
だ
が
、
中
央
機
関
の
勢
力
均
衡
状
態
と
は
違
い
、
統
一
派
に
圧
倒
的
有
利
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

傾
斜
し
て
い
た
、
と
言
う
。

　
共
産
党
が
解
放
時
に
得
て
い
た
労
働
者
の
支
持
を
繋
ぎ
と
め
、
さ
ら
に
拡
大
し
え
た
理
由
の
大
半
は
、
同
盟
派
側
に
あ
っ
た
。
同
盟
派
指
導

者
の
多
く
が
、
戦
前
に
対
等
宥
和
姿
勢
を
と
り
、
占
領
期
に
は
ヴ
ィ
シ
i
政
権
の
労
働
政
策
に
協
力
す
る
か
沈
黙
す
る
か
し
た
た
め
に
、
解
放

時
の
同
盟
派
は
労
働
者
の
信
頼
を
失
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
果
敢
に
担
い
労
働
者
の
尊
敬
と
信
頼
を
集
め
て
い
た
共
産
党
派

に
対
抗
す
る
に
は
、
魅
力
的
な
賃
金
・
労
働
政
策
を
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
同
盟
派
に
は
そ
の
よ
う
な
能
力
が
、
共
産
党

同
様
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
盟
派
機
関
誌
『
労
働
老
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
菊
ひ
ω
索
き
8
0
薯
昌
酵
①
』
は
、
　
「
政
府
が
賃
金
是
正
を

拒
ん
で
い
る
の
は
、
賃
金
と
価
格
は
悪
循
環
を
繰
り
返
す
か
ら
し
（
4
4
・
1
2
．
1
4
）
だ
と
賃
金
抑
制
を
正
当
化
し
、
さ
ら
に
、
「
ま
ず
第
一
に
働
こ

う
。
…
…
社
会
平
和
は
フ
ラ
ン
ス
再
建
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
」
（
1
2
・
2
1
）
と
主
張
し
て
い
た
。
労
働
優
先
・
要
求
等
閑
視
・
ス
ト
放
棄
の
61　（381）



共
産
党
の
「
生
産
の
戦
い
」
と
ま
っ
た
く
同
一
歩
調
で
あ
る
。
共
産
党
に
対
す
る
非
難
め
い
た
論
説
は
四
五
年
四
月
一
九
日
に
初
登
場
す
る
が
、

こ
れ
は
、
同
月
末
予
定
の
地
方
選
挙
の
際
に
組
合
の
独
立
性
を
維
持
せ
よ
と
い
う
も
の
に
す
ぎ
ず
、
　
「
食
糧
難
で
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い

る
住
民
は
、
選
挙
・
政
治
問
題
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い
る
」
（
ブ
ー
シ
ュ
註
デ
ュ
二
目
ー
ヌ
県
情
報
局
報
告
四
月
下
旬
）
状
況
で
は
、
共
産
党
と
唯
一

一
線
を
画
す
こ
の
同
盟
派
の
主
張
も
、
労
働
者
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
魅
力
を
ま
っ
た
く
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
同
盟
派
の
労
働
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

動
史
家
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
解
放
後
に
は
大
半
の
労
働
者
が
、
　
「
（
政
党
・
政
府
か
ら
の
）
組
合
の
独
立
」
論
を
否
定
し
「
（
政
党
．

政
府
を
支
持
す
る
か
し
な
い
か
は
）
組
合
の
自
由
」
論
を
掲
げ
る
共
産
党
派
の
立
場
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
同
盟
派

に
は
、
失
地
回
復
で
き
る
主
体
的
要
素
が
全
然
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
同
盟
派
の
敵
失
の
お
か
げ
で
、
労
働
者
の
目
に
は
、
共
産
党
が
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
後
光
に
依
然
包
ま
れ
て
映
っ
て
み
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
共
産
党
は
、
連
合
政
権
に
座
を
占
め
、
要
求
よ
り
も
労
働
を
優
先
さ
せ
て
も
、
労
働
者
の
支
持
を
喪
失
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
賃
金
抑
制
と
労
働
強
化
も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
怖
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
生
活
困
難
が
長
期
化
す
れ
ば
労
働
者
の
不
満
は
膨
張
し
て
自
然
発
火
し
、
一
旦
火
が
つ
け
ば
共
産
党
は
運
動
の
外
に
取
り
残
さ
れ

か
ね
な
い
。
事
実
、
四
五
年
春
に
な
る
と
、
地
盤
の
ノ
ー
ル
地
方
と
リ
ヨ
ン
で
共
産
党
は
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
た
。

　
炭
田
地
帯
の
ノ
ー
ル
地
方
は
、
石
炭
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
主
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
っ
た
た
め
に
、
要
求
等
閑
の
「
生
産
の
戦
い
」
へ
の
野

馬
が
最
も
激
烈
な
地
方
の
一
つ
だ
っ
た
ゆ
だ
が
、
食
糧
難
・
物
価
騰
貴
と
並
ん
で
対
論
協
力
炭
鉱
幹
部
の
不
充
分
な
粛
正
で
労
働
老
の
怒
り
が

激
化
し
、
共
産
党
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
「
現
在
共
産
党
…
…
C
G
T
は
、
デ
モ
行
進
と
、
市
町
村
長
に
要
望
書
を
提
出

す
る
よ
う
公
然
と
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
ス
ト
運
動
は
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
…
…
（
し
か
し
）
、
予
定
さ
れ
て
い
た
大
衆
運
動
は

お
こ
ら
ず
、
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
も
数
百
人
の
規
模
に
し
か
達
せ
ず
、
…
…
一
方
で
ス
ト
が
自
然
発
生
し
て
い
る
」
（
パ
註
ド
ー
ー
カ
レ
県
知
事
報
告

　
　
　
⑫

四
五
年
三
月
）
。
共
産
党
は
労
働
運
動
を
統
御
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ヨ
ン
で
は
も
っ
と
劇
的
な
状
況
が
発
生
し
た
。
五
月
一
四
日
、
C
G
T
県
連
主
催
の
食
糧
請
願
デ
モ
が
、
平
話
の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
よ
う
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と
し
た
県
連
指
導
部
の
意
図
に
反
し
て
、
県
庁
襲
撃
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
二
時
間
に
亘
り
共
和
国
委
員
室
が
占
拠
さ
れ
、

…
…
県
連
代
表
者
達
は
こ
の
動
き
を
押
し
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が
ま
っ
た
く
無
力
だ
っ
た
。
…
…
デ
モ
参
加
者
を
鎮
め
退
去
さ
せ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

県
連
書
記
長
は
、
組
合
幹
部
陣
の
助
け
を
借
り
て
演
説
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
さ
え
も
果
た
せ
な
い
」
（
・
ー
ヌ
県
知
事
報
告
）
有
様
だ
っ
た
。

　
ノ
！
ル
地
方
と
リ
ヨ
ン
の
混
乱
は
、
特
殊
・
偶
発
的
な
も
の
に
終
わ
ら
ず
、
全
国
に
拡
散
し
か
ね
な
い
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
対
独
戦

争
が
終
了
し
た
こ
の
五
月
貰
い
う
時
期
は
、
　
「
平
和
の
到
来
と
と
も
に
経
済
状
況
が
改
善
さ
れ
た
ら
、
労
働
者
の
雛
鳥
状
況
が
改
善
さ
れ
た
ら

と
、
す
べ
て
の
人
が
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
と
社
会
混
乱
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
」
（
ブ
ー
シ
ュ
匠
デ
ェ
ー
ー
ロ
ー
ヌ
県
知
事
報
告

五
月
一
六
日
）
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
ノ
ー
ル
地
方
と
リ
ヨ
ン
の
労
働
者
が
翻
し
た
事
実
上
の
反
旗
を
降
ろ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
の
労
働
者
の
支
持
を
繋
ぎ
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
強
迫
観
念
と
な
り
、
一
八
日
の
共
産
党
中
央
委
員
会
は
、
賃
上
げ
と
食
糧
事
情
改
善
を
求
め
、
し
か
も
、
こ
れ
ま
で

の
穏
健
戦
術
に
代
え
ス
ト
を
積
極
的
に
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
こ
の
中
央
委
員
会
は
非
公
開
だ
っ
た
気
安
さ
か
ら
か
、
転
換
の
動
機
が

腹
蔵
な
く
語
ら
れ
た
。
　
「
こ
の
八
ヵ
月
間
、
我
々
共
産
主
義
者
は
大
衆
運
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
き
た
。
…
…
戦
争
遂
行
の
た
め
、
大
衆
運

動
が
ス
ト
に
転
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
あ
ま
り
、
大
衆
運
動
自
体
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
（
フ
ラ
シ
ョ
ン
）
。
　
「
こ
れ
ま
で

労
働
者
大
衆
は
ス
ト
に
走
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
我
々
が
彼
ら
に
対
し
て
十
分
な
統
制
力
と
権
威
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

我
々
が
彼
ら
に
『
戦
争
の
た
め
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
や
我
々
は
、
決
然
と
し
て
労
働
者
を

助
け
要
求
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
シ
ニ
ョ
ー
ル
》
・
憩
σ
q
8
夙
）
。
な
ぜ
な
ら
、
「
労
働
者
が
我
々
の
同
志
の
主
張
に
賛
同
せ
ず
」
（
ラ

メ
ッ
ト
》
・
幻
ρ
旨
簿
8
ノ
ー
ル
県
選
出
代
議
士
）
、
「
我
々
が
少
し
ば
か
り
足
元
を
す
く
わ
れ
た
と
い
う
否
定
的
側
面
」
が
現
わ
れ
た
今
、
党
は

「
労
働
運
動
の
先
頭
に
と
ど
ま
り
、
決
し
て
足
元
を
す
く
わ
れ
な
い
よ
う
強
力
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
デ
ュ
ク
戸
）
か
ら
で
あ
る
。

強
力
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
　
「
運
動
を
抑
制
し
ス
ト
労
働
者
を
攻
撃
す
る
た
め
に
党
が
い
つ
も
登
場
す
る
と
い
う
の
は
無
鉄
砲
だ
か
ら
、

…
…
闘
争
へ
の
大
衆
の
決
意
が
昂
揚
し
、
…
…
我
々
が
ス
ト
破
り
の
役
割
を
演
じ
て
き
た
と
の
考
え
が
蔓
延
し
て
い
る
現
状
で
は
、
…
…
ス
ト
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⑭

を
戦
い
ぬ
く
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
我
々
が
ス
ト
を
指
揮
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
ラ
メ
ヅ
ト
）
の
だ
っ
た
。
ス
ト
戦
術
は
、
要
求
を
克
ち
取
る

手
段
と
い
う
よ
り
は
、
闘
争
心
の
あ
る
労
働
者
を
党
に
繋
ぎ
と
め
て
お
く
た
め
の
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
が
組
織

し
よ
う
と
し
た
ス
ト
運
動
は
、
労
働
者
の
不
満
の
矛
先
が
党
に
向
か
わ
な
い
よ
う
に
す
る
安
全
弁
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

共
産
党
に
と
っ
て
こ
の
時
何
よ
り
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
要
求
実
現
の
た
め
に
は
ス
ト
も
辞
さ
な
い
戦
闘
的
護
民
官
と
い
う
党
の
イ
メ
ー
ジ
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
二
〇
日
、
中
央
機
関
紙
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
リ
、
餌
ロ
ヨ
ρ
巳
審
』
は
ス
ト
を
支
持
す
る
と
の
態
度
を
公
然
と
表
明
し
た
。
そ
し
て
実
際
、
管
見
だ
が

全
国
一
五
県
で
ス
ト
運
動
が
組
織
さ
れ
た
。
う
ち
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
ブ
ー
シ
ュ
ー
デ
ュ
ー
ロ
ー
ヌ
県
を
は
じ
め
五
膳
。
共
産
党
は
、
労
働
者
の
信

を
得
る
戦
闘
的
護
民
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
C
G
T
は
、
生
産
増
を
労
働
老
階
級
に
要
求
し
そ
れ
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
時

に
は
、
か
な
り
の
困
難
に
逢
着
し
て
い
た
が
、
労
働
停
止
を
訴
え
た
時
は
ず
っ
と
容
易
に
労
働
者
の
支
持
を
得
ら
れ
た
」
（
ブ
…
シ
ュ
ー
ー
デ
ュ
H

ロ
ー
ヌ
県
知
事
報
告
　
六
月
下
旬
）
の
だ
か
ら
。

　
だ
が
連
合
政
権
多
数
派
は
、
ほ
と
ん
ど
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
パ
リ
地
域
外
の
賃
金
は
こ
れ
ま
で
地
域
毎
に
数
％
パ
リ
地
域
よ
り
低
く
押
さ
え

ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
二
三
日
か
ら
一
週
間
の
政
府
一
C
G
T
事
務
局
交
渉
で
、
e
そ
の
差
を
平
均
一
〇
％
圧
縮
し
、
◎
リ
ヨ
ン
、
マ
ル
セ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ユ
等
の
地
方
大
都
市
に
は
パ
リ
と
同
等
の
賃
金
を
認
め
る
、
と
い
う
だ
け
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
パ
リ
地
域
は
無

論
の
こ
と
、
地
方
の
生
活
改
善
も
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
闘
的
護
民
官
像
復
活
と
い
う
第
一
目
標
を
達
成
し
た
共
産
党
は
、
振
り
上
げ
た
拳
を
た
ち
ま
ち
下
ろ
し
ス
ト
戦
術
を

放
棄
し
た
。
　
「
共
産
党
は
、
大
衆
の
不
満
を
最
大
限
利
用
せ
ん
と
、
労
働
老
階
層
の
な
か
で
賃
金
問
題
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
日
毎
強
め

て
い
た
。
…
…
だ
が
突
然
、
状
況
は
鎮
静
化
に
向
か
っ
た
。
ス
ト
の
脅
し
は
消
え
う
せ
、
示
威
行
為
も
節
度
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
（
ブ
ー
シ

ュ
皿
デ
ュ
駐
ロ
ー
ヌ
県
情
報
局
報
告
六
月
上
旬
）
の
で
あ
る
。
勿
論
、
戦
闘
的
な
だ
け
の
護
民
官
で
は
真
の
護
民
官
た
り
え
な
い
。
だ
か
ら
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
僅
か
の
賃
金
是
正
を
成
果
だ
と
言
い
張
り
、
党
が
有
能
な
実
用
的
護
民
官
で
も
あ
る
こ
と
を
労
働
者
に
納
得
さ
せ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
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た
。
事
実
、
パ
リ
と
同
等
の
賃
金
体
系
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
実
際
に
は
一
〇
％
強
の
賃
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

大
勝
利
だ
と
宣
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
六
月
以
降
再
び
共
産
党
は
、
〃
働
く
こ
と
”
を
労
働
者
に
強
要
す
る
一
方
、
要
求
実
現
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
、
と
い
う
五
月
以
前

の
立
場
に
戻
る
。
確
か
に
、
ノ
ー
ル
地
方
や
リ
ヨ
ン
で
の
苦
い
経
験
の
記
憶
が
冷
め
や
ら
な
い
六
月
段
階
で
は
、
労
働
を
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
呼

び
か
け
る
こ
と
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
た
し
、
要
求
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
二
六
－
三
〇
日
の
党
中
央
委
員
会
で
ト
レ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
。
　
「
昨
日
同
様
今
日
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
さ
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
科
学
、
技
術
、
人
民
の
熱
意
等
の
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
用
い
、
国
の
全
資
源
を
活
用
す
る
わ
れ
わ
れ
の
努
力
、
わ
れ
わ
れ
の
労
働
で
あ
る
。
」
「
炭
鉱
労
働
老
た
ち
は
、
日
に
日
に
重
く
の
し
か
か
る

欠
乏
に
た
え
な
が
ら
、
占
領
下
の
仕
事
を
つ
づ
け
て
き
た
。
一
年
間
、
二
年
間
、
三
年
間
ぐ
ら
い
は
、
あ
る
程
度
の
力
仕
事
は
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
今
で
は
労
働
老
は
精
も
根
も
ま
さ
に
つ
き
は
て
て
し
ま
っ
て
い
る
。
…
…
〈
仕
事
場
を
ほ
っ
た
ら
か
す
〉
と
い
っ
て
も
、
べ

つ
に
炭
鉱
労
働
者
は
悪
意
が
あ
っ
て
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
な
ま
け
て
い
る
か
ら
で
も
な
い
。
疲
れ
て
た
ま
ら
な
い
か
ら
、
体
が
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

っ
て
い
る
か
ら
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
労
働
者
に
は
お
説
教
す
る
か
わ
り
に
、
も
っ
と
食
糧
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
」
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
の
党
活
動
は
、
時
と
と
も
に
、
労
働
重
視
・
要
求
軽
視
の
方
向
へ
大
き
く
逸
れ
て
い
っ
た
。
　
〃
働
く
こ
と
”
の
強
要
は
以
前

よ
り
も
厳
し
く
な
り
、
ト
レ
ー
ズ
ら
最
高
指
導
者
に
よ
る
、
労
働
の
高
度
な
倫
理
性
を
説
く
全
国
遊
説
が
開
始
さ
れ
た
。
ノ
ー
ル
県
ワ
ズ
ィ
エ

類
ρ
巴
Φ
誘
炭
鉱
で
の
ト
レ
ー
ズ
演
説
（
7
．
1
4
）
は
、
先
の
中
央
委
員
会
報
告
と
は
ま
っ
た
く
趣
を
異
に
し
、
食
糧
を
与
え
る
か
わ
り
に
説
教
す

る
も
の
だ
っ
た
。
　
「
三
〇
％
の
欠
勤
率
（
戦
前
は
三
・
八
％
）
が
続
い
て
い
る
と
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
し
か
言
え
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
生
産
す
る
代
わ
り
に
、
生
産
を
混
乱
状
態
に
陥
れ
る
も
の
だ
。
欠
勤
の
理
由
も
カ
ス
リ
傷
と
か
…
…
ダ

ン
ス
に
行
く
た
め
に
午
後
六
時
の
早
退
と
か
、
…
…
こ
ん
な
こ
と
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
…
…
同
志
諸
君
、
卒
直
に
言
う
が
、
ほ
ん

の
小
さ
な
ス
ト
で
あ
っ
て
も
賛
成
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
勿
論
、
理
由
の
な
い
、
理
由
に
も
な
ら
な
い
理
由
で
の
欠
勤
も
認
め
ら
れ
な
い
。

・
い
…
・
全
組
合
員
に
と
っ
て
、
全
抗
夫
に
と
っ
て
、
一
に
も
二
に
も
生
産
す
る
こ
と
、
石
炭
を
掘
り
出
す
こ
と
が
、
今
日
、
階
級
的
義
務
の
最
高
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⑱

の
形
態
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
労
働
者
に
犠
牲
を
事
実
上
呼
び
か
け
て
い
る
の
は
共
産
党
だ
け
と
い
う
事
態
が
、
党
指
淳
部
に
は
誇
る
べ
き
こ

と
だ
っ
た
。
デ
ュ
ク
ロ
は
、
こ
の
ト
レ
ー
ズ
演
説
に
言
及
し
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
生
産
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
再
生
の
第
一
の
課
題
で
あ

る
。
共
産
党
は
、
今
日
、
生
産
復
興
の
戦
い
の
最
先
端
に
い
る
。
…
…
ト
レ
ー
ズ
演
説
は
、
生
産
努
力
を
労
働
者
に
訴
え
る
責
務
を
引
き
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
勇
気
が
役
人
連
中
に
な
い
時
、
共
産
党
こ
そ
が
こ
の
責
務
の
重
大
性
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
終
戦
で
相
次
ぎ
C
G
T
の
各
級
大
会
が
開
か
れ
、
こ
こ
が
、
　
「
生
産
の
戦
い
」
を
訴
え
る
格
好
の
場
と
な
っ
た
。
例
え
ば

マ
ル
セ
イ
ユ
。
県
連
大
会
（
6
・
！
0
）
に
フ
ラ
シ
ョ
ソ
が
や
っ
て
来
て
、
　
「
フ
ラ
ン
ス
再
生
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
生
産
を
強
化
し
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

済
不
振
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
し
た
。
全
郵
便
南
フ
ラ
ン
ス
大
会
（
7
・
2
8
）
で
は
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
が
、
　
「
要
求
期
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

建
設
期
へ
移
っ
た
」
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
生
産
こ
そ
国
民
的
義
務
だ
」
と
し
て
、
生
産
重
視
・
要
求
軽
視
の
立
場
を
正
当
化
し
た
。
さ
ら
に
共
産

党
は
、
犠
牲
を
公
然
と
要
求
し
て
は
ぽ
か
ら
な
く
な
る
。
　
「
生
産
す
る
と
は
働
く
こ
と
で
あ
り
、
…
…
休
ま
ず
働
く
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
、
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

牲
を
払
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
だ
」
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
赤
裸
々
な
要
求
に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

暇
返
上
で
、
し
か
も
一
日
＝
一
時
間
労
働
を
し
て
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
搾
油
労
働
者
ら
が
、
英
雄
に
祭
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
勿
論
、
共
産
党
は
要
求
実
現
に
ま
っ
た
く
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
九
月
四
日
の
C
G
T
全
国
委
員
会
で
フ
ラ
シ
ョ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
こ
の
生
産
の
戦
い
は
、
我
々
に
、
労
働
者
の
諸
要
求
を
擁
護
す
べ
き
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
生
産
し
な
け
れ
ば
要
求
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
事
実
を
労
働
者
に
勇
気
を
も
っ
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
か
ら
、
や
は
り
、
要
求

は
〃
働
く
こ
と
”
に
従
属
し
て
い
た
。
事
実
、
六
月
以
降
に
共
産
党
が
実
際
に
組
織
し
た
賃
金
要
求
は
、
五
月
の
政
府
一
C
G
T
合
意
の
覆
行

を
迫
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
手
段
も
、
ス
ト
戦
術
が
放
棄
さ
れ
、
中
央
政
府
・
知
事
へ
の
請
願
だ
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
労
働
者
階
層
は
仕
事
に
疲
れ
て
い
る
。
共
産
党
の
生
産
大
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
は
明
ら
か
に
熱
が
欠

け
て
い
る
」
（
マ
ル
サ
イ
ユ
警
察
報
告
九
月
一
九
日
）
。
生
活
苦
が
五
月
の
賃
金
是
正
で
も
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
労
働
意
欲
が
回
復
し

な
い
の
は
当
然
だ
っ
た
。
生
産
努
力
を
が
む
し
ゃ
ら
に
訴
え
る
共
産
党
の
立
場
は
、
労
働
者
意
識
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
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政権参加晴代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
だ
が
そ
れ
で
も
、
労
働
者
は
共
産
党
を
支
持
し
続
け
、
こ
の
時
期
共
産
党
は
、
解
放
時
か
ら
引
き
続
い
て
C
G
T
内
の
地
歩
を
維
持
拡
大
し

た
。
九
月
四
－
六
日
の
全
国
委
員
会
で
、
e
事
務
局
を
二
人
書
記
長
（
フ
ラ
シ
ョ
ン
と
ジ
ュ
オ
ー
）
、
四
人
書
記
（
統
一
派
・
同
盟
派
各
二
人
）

制
に
変
更
せ
よ
と
の
統
一
派
提
案
が
八
九
対
四
二
（
棄
権
二
）
で
可
決
さ
れ
、
⇔
年
末
選
出
予
定
の
憲
法
制
定
議
会
の
権
限
を
予
め
国
民
投
票

で
規
定
す
る
こ
と
に
反
対
声
明
を
出
す
よ
う
求
め
る
統
一
派
提
案
が
、
八
九
％
の
票
を
集
め
可
決
さ
れ
、
一
方
、
⇔
憲
法
制
定
議
会
が
全
権
を

持
つ
必
要
性
を
声
明
す
る
こ
と
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
同
盟
派
提
案
が
、
三
分
の
一
の
票
し
か
集
ま
ら
ず
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
C
G
T
中

央
指
導
機
関
に
お
け
る
共
産
党
の
優
位
は
、
こ
の
時
点
で
確
立
・
公
然
化
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
共
産
党
優
位
傾
向
は
、
下
部
で
は
一
層

顕
著
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
開
催
さ
れ
た
県
連
・
産
別
大
会
で
統
一
派
は
大
幅
に
伸
長
し
、
七
一
県
連
、
三
〇
産
別
（
産
別
総
数
は
三
九
）
で
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

数
派
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
が
、
犠
牲
的
労
働
を
強
い
る
ば
か
り
で
要
求
に
は
冷
淡
で
あ
り
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
支
持
を
維
持
拡
大
し
え
た
原

因
、
換
言
す
れ
ば
、
賃
金
抑
制
を
方
針
と
す
る
連
合
政
権
に
参
加
し
続
け
て
い
て
も
支
持
離
れ
現
象
が
起
き
な
い
ほ
ど
に
労
働
者
を
囲
い
込
み

え
て
い
た
原
因
は
、
や
は
り
五
月
以
前
の
場
合
と
同
じ
く
、
同
盟
派
側
に
あ
っ
た
。
同
盟
派
は
、
依
然
と
し
て
共
産
党
同
様
賃
上
げ
に
寡
黙
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
四
五
年
も
冬
に
な
る
と
同
盟
派
の
姿
勢
に
変
化
が
見
え
始
め
る
。
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社
会
党
の
二
重
構
造
と
共
産
党
の
対
応

　
一
〇
月
二
一
日
、
憲
法
制
定
議
会
選
挙
。
九
年
ぶ
り
の
こ
の
国
政
選
挙
で
、
共
産
党
は
二
六
・
一
％
の
得
票
率
で
第
一
党
に
の
し
あ
が
っ
た

（
前
回
三
六
年
選
挙
時
は
一
五
・
二
％
）
。
社
会
党
は
二
四
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
前
回
は
二
〇
・
八
％
）
。
共
産
党
は
、
労
働
老
の
支
持
拡

大
を
背
景
に
、
社
会
党
を
し
の
い
で
左
翼
第
一
党
と
な
り
、
翌
月
成
立
し
た
ド
・
ゴ
ー
ル
新
政
権
に
四
人
の
閣
僚
（
前
政
権
で
は
二
名
）
を
送

り
込
む
と
い
う
大
躍
進
を
果
し
た
。
だ
が
、
勝
者
が
生
ま
れ
れ
ば
一
方
で
敗
者
が
生
ま
れ
、
敗
者
は
次
に
勝
者
と
な
る
べ
く
、
従
来
と
異
な
っ

た
取
り
組
み
を
始
め
る
。
中
間
層
支
持
者
の
増
大
で
戦
前
水
準
を
維
持
し
た
と
は
い
え
、
共
産
党
に
敗
北
し
た
社
会
主
義
者
も
ま
た
そ
う
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
、
C
G
T
内
の
顎
関
係
を
再
び
自
己
に
有
利
な
も
の
に
転
換
さ
せ
る
た
め
、
共
産
党
以
上
の
護
民
官
に
な
る
べ
く
、
賃
上
げ
要

求
を
積
極
的
に
掲
げ
、
ス
ト
を
擁
護
し
始
め
る
。
そ
し
て
共
産
党
は
、
社
会
主
義
者
の
こ
の
動
き
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
社
会
主
義
者
の
新
姿
勢
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
共
産
党
の
苦
慮
は
、
四
五
年
末
発
生
し
た
官
公
労
働
者
俸
給
問
題
の
際
に
典
型
的
な
形
で

現
わ
れ
た
。
雇
主
と
の
直
接
交
渉
で
公
定
賃
金
外
の
闇
賃
金
を
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
民
間
労
働
者
と
違
い
、
国
家
が
雇
主
で
あ
る
官
公
労

働
者
は
、
公
定
賃
金
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
、
労
働
老
全
体
の
な
か
で
と
り
わ
け
低
賃
金
に
陣
飽
し
て
い
た
階
層
だ
っ
た
。
俸
給
改
善
に
頑
と
し

て
反
対
し
た
ド
・
ゴ
ー
ル
さ
え
、
「
た
し
か
に
、
公
務
員
の
生
活
水
準
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
お
い
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ



敷権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
り
に
真
実
な
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
官
公
労
働
者
の
不
満
を
社
会
主
義
者
は
取
り
上
げ
る
の
だ
が
、
彼
ら
が

動
き
出
す
と
同
時
に
共
産
主
義
者
も
俸
給
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
か
く
し
て
、
教
職
員
・
行
政
職
員
各
組
合
（
同
盟
派
が
多
数
派
）
と
国
鉄
・

公
営
交
通
・
P
T
T
（
郵
便
電
電
）
・
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
各
職
員
組
合
（
統
一
派
が
多
数
派
）
を
結
集
す
る
公
役
務
労
連
O
錠
8
一
α
①
ω
ω
興
－

〈
ざ
8
℃
¢
露
8
ω
（
書
記
長
は
同
盟
派
の
ヌ
片
点
園
・
堵
窪
日
亀
葭
）
は
一
一
月
一
四
日
に
大
会
を
開
き
、
月
一
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
特
別
手
当
（
賃

上
げ
率
に
換
箕
す
る
と
三
三
％
。
総
額
三
一
五
億
フ
ラ
ン
）
を
要
求
す
る
。
一
二
月
一
日
に
は
、
C
G
T
の
提
案
で
三
社
を
中
心
と
す
る
左
翼

勢
力
の
会
合
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
こ
で
、
労
連
の
要
求
を
す
み
や
か
に
法
案
化
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
。
そ
し
て
六
日
、
労
連
は
、
フ
ラ
シ

ョ
ソ
同
席
の
も
と
指
導
部
会
議
を
開
き
、
一
二
日
に
産
別
毎
の
時
限
ス
ト
断
行
を
決
定
す
る
。
ス
ト
実
施
は
P
T
T
（
午
後
半
日
）
、
公
営
交
通

（
夕
方
四
一
五
時
）
、
教
職
員
・
行
政
職
員
（
夕
方
三
涯
五
時
）
だ
け
で
、
他
は
ス
ト
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
と
も
あ
れ
、
同
盟
派

は
解
放
後
初
め
て
全
国
的
ス
ト
に
取
り
組
み
、
統
一
派
は
五
月
に
つ
い
で
再
び
ス
ト
戦
術
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
七
日
と
一
一
日
の
閣
議
で
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
止
し
て
違
反
者
に
は
半
裁
を
加
え
よ
う
と
の
決
心
を
、
…
…
は
っ

き
り
と
述
べ
」
る
が
、
　
「
い
く
人
か
の
社
会
党
出
身
閣
僚
は
、
党
が
彼
ら
に
発
し
た
命
令
を
ま
も
っ
て
、
私
（
ド
・
ゴ
ー
ル
）
に
こ
ん
な
こ
と

を
通
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
に
拒
否
を
突
き
つ
け
、
職
務
を
放
棄
す
る
公
務
員
を
処
罰
す
る
く
ら
い
な
ら
ば
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

職
を
し
り
ぞ
く
だ
ろ
う
、
と
」
。
社
会
党
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
全
面
対
決
を
辞
さ
な
い
か
の
よ
う
な
構
え
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
の
共
産
党
は
、
閣
僚
の
閣
議
で
の
発
言
内
容
は
未
だ
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
党
機
関
紙
や
譜
系
日
刊
紙
で
、
　
「
共
産
党
閣
僚
は

約
束
に
忠
実
で
あ
り
、
組
合
要
求
に
沿
っ
た
提
案
を
政
府
に
お
こ
な
っ
た
」
と
報
告
す
る
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
、
「
（
組
合
要
求
が
）
実
施
さ

れ
る
と
通
貨
の
安
定
は
危
う
く
な
る
。
…
…
ス
ト
の
脅
威
下
に
裁
断
す
る
こ
と
を
政
府
は
拒
否
す
る
」
と
の
閣
議
後
の
政
府
声
明
を
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
③

抜
き
で
掲
載
し
て
い
た
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
外
見
上
の
戦
闘
性
で
は
、
社
会
党
が
共
産
党
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
二
日
夕
、
全
土
で
ス
ト
、
デ
モ
、
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
、
言
辞
で
は
同
盟
派
の
方
が
戦
闘
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
パ
リ
。

共
産
党
代
表
の
レ
イ
ノ
ー
ぼ
・
図
p
ぢ
窪
α
（
C
G
T
書
記
）
が
ゼ
ネ
ス
ト
を
「
国
を
文
字
通
り
破
局
に
陥
れ
る
」
も
の
だ
と
し
て
断
罪
し
た
の
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に
対
し
て
、
ヌ
メ
エ
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
も
辞
さ
な
い
と
煽
動
し
た
の
で
あ
る
。
八
万
人
参
加
で
盛
り
あ
が
っ
て
い
た
こ
の
大
衆
集
会
で
、
同
盟
派

よ
り
も
軟
弱
な
姿
勢
を
と
れ
ば
、
共
産
党
の
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
は
損
な
わ
れ
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
懸
念
し
た
共
産
党
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
非
難

の
前
言
を
翻
し
、
　
「
我
々
は
、
公
権
力
が
な
ん
ら
の
積
極
的
回
答
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
出
る
覚
悟
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
」
と
の
集
会
決
議
に
同
意
す
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
同
盟
派
の
圧
力
で
モ
リ
ノ
は
、
　
「
望
み
は
し
な
い
が
必
要
な
ら
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ネ
ス
ト
も
辞
さ
な
い
」
と
、
集
会
で
言
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
社
会
党
の
戦
闘
性
は
言
葉
だ
け
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
す
ぐ
暴
露
さ
れ
る
。
一
四
日
の
閣
議
で
ド
・
ゴ
ー
ル
が
住
宅
手
当
・
家
族
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

当
増
額
（
総
額
一
〇
四
億
フ
ラ
ン
）
を
提
案
す
る
と
こ
れ
に
同
意
し
、
一
八
日
の
議
会
に
「
漠
然
と
し
た
、
無
毒
な
」
俸
給
改
善
要
求
決
議
案

を
提
出
し
、
事
実
上
の
闘
争
終
結
宣
言
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
官
公
労
働
老
の
不
満
が
お
さ
ま
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
日
刊
紙
で
さ
え
、
　
「
公
務
員
が
政
府
案
に
満
足
で
き
る
は

　
　
　
⑦

ず
が
な
い
」
と
論
評
し
て
い
た
。
あ
ま
っ
さ
え
、
手
当
増
額
と
ひ
き
か
え
に
、
タ
バ
コ
・
郵
便
・
国
鉄
各
料
金
を
平
均
五
〇
％
引
き
上
げ
る
こ

と
が
、
一
四
日
の
閣
議
で
予
告
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。

　
し
か
し
、
社
会
党
が
矛
先
を
お
さ
め
た
以
上
、
連
舎
政
権
に
参
加
し
続
け
る
た
め
に
は
、
共
産
党
も
賃
上
げ
要
求
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
ま
た
、
公
役
務
労
連
内
に
は
共
栄
以
外
に
有
力
勢
力
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、
要
求
を
撤
回
し
て
も
、
共
産
党
が
官
公
労
働
者
の
支
持

を
失
う
怖
れ
も
な
く
な
っ
た
。
た
と
え
共
産
党
が
頼
り
な
く
て
も
、
社
会
党
も
頼
り
な
け
れ
ば
、
従
来
の
共
産
党
支
持
者
が
社
会
党
に
乗
り
か

え
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
共
産
党
に
は
、
賃
上
げ
が
獲
得
で
き
な
か
っ
た
責
任
を
負
い
か
ぶ
せ
る
ス
ケ
ー
プ
・
ゴ
ー
ト

が
あ
っ
た
。
社
会
党
の
ガ
ズ
ィ
エ
》
．
○
ρ
臨
貧
（
元
C
G
T
書
記
）
で
あ
る
。
彼
は
一
八
日
の
議
会
決
議
案
報
告
急
な
の
だ
が
、
一
九
日
の
労

連
会
合
で
統
一
派
は
、
こ
の
ガ
ズ
ィ
エ
の
行
動
を
非
難
し
、
労
連
の
名
前
で
詰
責
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
共
産
党

も
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
手
当
増
額
案
を
受
け
入
れ
、
ガ
ズ
ィ
エ
決
議
案
に
賛
成
投
票
し
た
の
だ
が
、
提
案
す
る
方
が
同
調
す
る
方
よ
り
も
賃
金
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

制
の
責
任
が
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
社
会
党
が
、
当
初
は
ゼ
ネ
ス
ト
さ
え
煽
動
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ち
ま
ち
要
求
を
お
ろ
し
た
背
景
に
は
、
複
雑
な
党
内
事
清
が
あ

っ
た
。
党
内
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
（
主
に
同
盟
派
社
会
主
義
者
）
や
中
間
層
重
視
派
（
主
に
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
、
官
僚
出
身
老
）
ら
が
雑
居

し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
は
賃
上
げ
運
動
に
好
意
的
だ
っ
た
の
だ
が
、
党
指
導
部
を
牛
耳
っ
て
い
た
中
間
層
重
視
派
は
賃
金
抑
制
を
是
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
党
指
導
部
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
の
賃
上
げ
要
求
、
ゼ
ネ
ス
ト
煽
動
が
共
産
党
の
支
持
基
盤
を
動
揺
さ
せ
る
限
り
に
お
い
て
、

彼
ら
の
活
動
を
是
認
し
た
が
、
実
際
の
賃
上
げ
に
は
不
同
意
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
社
会
党
の
こ
の
事
実
上
の
分
裂
状
態
は
、
翌
四
六
年
二
月

の
県
連
書
記
会
議
、
つ
い
で
八
月
置
党
大
会
に
お
け
る
両
派
の
激
論
と
い
う
形
で
表
面
化
す
る
の
だ
が
、
本
稿
の
対
象
は
共
産
党
な
の
で
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
党
内
の
分
析
に
深
入
り
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
本
稿
で
重
要
な
の
は
、
社
会
党
の
こ
の
二
重
構
造
が
、
意
図
的
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

共
産
党
を
極
め
て
厄
介
な
立
場
に
追
い
込
ん
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
厄
介
な
立
場
。
な
ぜ
な
ら
、
共
産
党
が
社
会
党
と
連
合
政
権
を
維
持
す
る
に
は
、
社
会
党
指
導
部
の
賃
金
抑
制
政
策
に
同
調
し
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
一
方
で
、
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
ス
ト
を
煽
動
し
て
労
働
者
の
支
持
を
集
め
よ
う
と
す
る
同
盟
派
社
会
主
義
者
の
動
き
に
も
共
産
党
は
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
の
官
公
労
働
者
俸
給
問
題
の
際
は
、
同
盟
派
社
会
主
義
者
の
動
き
が
社
会
党
指
導
部
に
よ
っ
て
最

終
的
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
た
め
、
共
産
党
は
、
賃
金
抑
制
に
同
意
す
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
支
持
も
繋
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
た
。
だ

が
、
四
六
年
一
月
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
退
陣
し
、
同
じ
賃
金
抑
制
信
奉
者
の
社
会
党
グ
ア
ソ
閃
・
Q
窪
ぎ
が
政
権
の
座
に
就
く
に
至
っ
て
、
社
会

党
の
二
重
構
造
は
先
年
よ
り
も
重
く
共
産
党
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
グ
ア
ン
は
施
政
方
針
演
説
（
1
．
2
9
）
に
お
い
て
、
国
民
に
窮
乏
を
訴
え
、
賃
金
凍
結
を
続
行
す
る
と
宣
言
し
た
。
共
産
党
は
グ
ア
ン
政
権
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

閣
僚
八
名
を
送
り
込
み
、
　
「
我
々
は
総
理
を
助
け
る
所
存
で
す
。
あ
な
た
は
我
々
を
頼
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
賃
金
凍
結
へ
の
協
力
を
約
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
共
産
党
は
、
　
「
こ
の
措
置
（
賃
金
凍
結
）
は
、
同
日
（
1
・
2
9
）
、
共
産
党
議
員
団
が
実
施
を
訴
え
た
諸
措
置
の
リ
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
賃
金
凍
結
で
予
想
さ
れ
る
労
働
者
の
反
発
の
矛
先
が
自
分
に
向
か
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
共
産
党
の
予
防
線
だ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
予
防
線
を
張
っ
て
か
ら
共
産
党
は
、
前
年
に
引
き
続
い
て
生
産
重
視
・
要
求
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軽
視
の
「
生
産
の
戦
い
」
を
開
始
し
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
国
土
が
解
放
さ
れ
て
以
来
、
共
産
党
が
生
産
の
戦
い
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
こ
と
を
民
衆
は
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
か
ら
も
我
々
は
こ
の
戦
い
の
先
頭
に
立
つ
」
。
グ
ア
ン
政
権
に
参
加
す
る
に
際
し
て
の
デ
ュ
ク
ロ
の
決
意
で
あ
る
。
実
際
、
共
産
党
は
先
頭

に
立
っ
た
。
パ
リ
で
開
か
れ
た
軍
需
生
産
全
国
大
会
（
2
・
1
）
で
テ
ィ
ヨ
ン
0
げ
・
麟
二
9
（
軍
備
相
）
は
、
　
「
生
産
し
よ
う
。
生
産
こ
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

フ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
し
て
い
る
新
し
い
富
を
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
。
…
…
労
働
は
、
今
日
、
民
族
感
情
の
最
も
崇
高
な
形
態
で
あ
る
」
と

挨
拶
し
た
。
ク
ロ
ワ
ザ
跨
．
9
0
甘
暮
（
労
働
・
社
会
保
障
相
）
も
C
G
T
ブ
ー
シ
ュ
ロ
デ
ュ
”
ロ
ー
ヌ
県
連
集
会
（
2
・
9
）
で
演
説
し
、
　
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

産
増
強
に
労
働
者
が
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
」
訴
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
前
年
の
搾
油
労
働
者
に
続
い
て
ま
た
労
働

英
雄
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
。
三
〇
年
間
使
い
古
さ
れ
た
機
械
を
用
い
な
が
ら
も
従
来
の
六
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
船
用
ボ
ル
ト
を
作
る
一
九
才
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

産
党
青
年
労
働
老
が
、
　
「
祖
国
再
建
の
た
め
に
労
働
に
従
事
す
る
健
全
で
健
気
な
若
者
の
シ
ン
ボ
ル
、
模
範
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
生
産
努
力
奨
励
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
設
備
投
資
資
金
が
不
足
し
老
朽
設
備
が
大
半
の
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
文
字
通
り
肉
体
を
す
り
減

ら
す
生
産
努
力
を
奨
励
す
る
一
方
で
、
共
産
党
は
、
グ
ア
ン
の
賃
金
凍
結
政
策
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
共
産
党
は
要
求
を
す
べ
て
無
視

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
『
人
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
生
産
し
、
国
民
経
済
の
許
す
範
囲
内
で
要
求
』
と
い
う
勇
気
あ
る
箴
言
を
守
ら

　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
か
ら
、
要
求
は
〃
働
く
こ
と
”
に
従
属
し
た
。
そ
の
結
果
、
共
産
党
が
組
織
す
る
要
求
運
動
は
、
生
産
が
一
定
の

目
標
以
上
に
達
し
た
場
合
の
特
別
雨
止
（
生
産
手
当
）
や
、
労
働
時
間
延
長
に
よ
る
収
入
増
に
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
要
求
獲
得
の
手
段
か
ら
ス
ト
が
再
び
除
外
さ
れ
た
。
　
「
挑
発
は
ト
ラ
ス
ト
の
好
む
武
器
で
あ
る
。
ト
ラ
ス
ト
の
怠
業
行
為
を
み
れ

ば
、
我
々
が
ス
ト
を
始
め
れ
ば
ト
ラ
ス
ト
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
要
求
を
放
棄
し
て
は
い
け
な
い
が
、
ス
ト
以
外
に
代
表
団
、

請
願
等
の
闘
争
手
段
が
あ
る
。
…
…
生
産
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
す
べ
て
、
自
ら
の
利
益
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
労
働
者
階
級
は
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
っ
た
。
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政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
共
産
党
が
労
働
強
化
を
押
し
つ
け
、
賃
金
抑
制
に
協
力
し
て
い
た
こ
の
時
、
同
盟
派
は
、
共
産
党
へ
の
体
系
的
非
難
を
開
始
し
た
。
特
に
、

戦
後
初
の
C
G
T
全
国
大
会
に
む
け
て
産
別
・
県
連
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
三
月
、
同
盟
派
機
関
誌
『
労
働
老
の
力
司
。
容
①
○
¢
〈
H
δ
お
』

（『

J
働
者
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
』
の
後
継
誌
）
は
共
産
党
非
難
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
論
点
を
列
挙
す
る
と
、
e
ま
ず
生
産
し

な
け
れ
ぼ
要
求
は
不
可
能
、
と
共
産
党
は
言
う
が
、
実
際
に
は
「
生
産
の
戦
い
」
と
い
う
名
で
労
働
者
の
要
求
が
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
て
き
た

⇔
ス
ト
は
ト
ラ
ス
ト
を
利
す
る
、
と
共
産
党
は
言
う
が
、
ト
ラ
ス
ト
の
攻
勢
に
抵
抗
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な
武
器
は
ス
ト
で
あ
る
　
⇔
共

産
党
が
政
権
参
加
し
て
い
る
か
ら
C
G
T
が
労
働
者
の
要
求
を
擁
護
で
き
な
い
現
状
を
容
認
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
『
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

働
者
の
力
』
は
、
ク
ロ
ワ
ザ
が
労
相
と
い
う
地
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
改
善
に
努
力
し
て
い
な
い
と
集
中
攻
撃
し
た
。

　
だ
が
同
盟
派
の
取
り
組
み
は
、
専
ら
言
辞
の
戦
闘
性
で
共
産
党
の
支
持
基
盤
を
動
揺
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
実
際
の
生
活
改
善
に
は
共

産
党
同
様
不
熱
心
で
あ
っ
た
。
賃
金
凍
結
の
張
本
人
で
あ
る
社
会
党
の
グ
ア
ソ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
鋭
男
ぽ
賦
℃
（
大
蔵
・
国
民
経
済
相
）
を
『
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

働
者
の
力
』
は
一
切
非
難
し
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
は
、
超
低
賃
金
労
働
者
へ
の
特
別
手
当
付
与
だ
け
で
、
賃
金
の
全
般
的
引
上

げ
に
は
寡
黙
だ
っ
た
。

　
戦
闘
的
な
の
は
言
辞
だ
け
と
は
い
え
、
同
盟
派
の
動
き
を
共
産
党
は
看
過
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
社
会
党
と
連
合
政
権
を
組
む
以
上
、
賃

金
凍
結
政
策
を
非
難
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
賃
金
凍
結
政
策
を
非
難
し
な
け
れ
ぼ
同
盟
派
に
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ン
チ
を
食
ら
わ
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
社
会
党
の
二
重
構
造
を
前
に
し
て
閉
塞
状
況
に
陥
っ
た
共
産
党
は
、
核
心
の
賃
金
問
題
を
器
用
に
避
け
、
や
た
ら
に
毒
気
の
あ
る

言
葉
で
反
撃
す
る
し
が
な
か
っ
た
。
　
「
禍
を
も
た
ら
す
鳥
ど
も
が
、
議
会
と
政
府
の
努
力
の
ま
わ
り
を
破
廉
恥
に
飛
び
ま
わ
り
、
財
政
パ
ニ
ッ

ク
を
ひ
き
お
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。
　
（
共
産
党
）
閣
僚
が
生
産
義
務
を
説
い
て
い
る
時
、
連
中
は
鉄
面
皮
に
も
、
そ
れ
は
騙
り
だ
と
が
な
り
た

て
て
い
る
。
組
合
の
自
由
へ
の
こ
の
敵
対
者
ど
も
は
、
今
日
、
大
規
模
な
ス
ト
を
望
み
、
労
働
者
の
不
満
を
利
用
せ
ん
と
、
彼
ら
に
甘
い
言
葉

を
か
け
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
。
す
み
や
か
な
財
政
刷
新
の
た
め
に
是
が
非
で
も
必
要
な
措
置
を
前
に
し
て
、
こ
の
人
民
の
敵
は
デ
マ
ゴ
ギ
ー
に

　
　
　
　
⑳

耽
っ
て
い
る
」
。
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⑫

　
四
月
八
一
一
二
日
、
C
G
T
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ヴ
ァ
リ
ィ
エ
ー
ル
く
9
一
一
酵
①
が
同
盟
派
を
代
表
し
て
共
産
党
一
統
一
派
糾
弾
演
説

を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
統
一
派
は
圧
勝
し
た
。
解
放
以
来
の
活
動
を
是
認
し
「
生
産
の
戦
い
」
の
継
続
を
求
め
る
フ
ラ
シ
ョ
ソ
一
般
報
告
が

二
二
〇
七
七
対
三
二
六
三
で
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
統
一
派
の
規
約
改
正
案
（
統
一
派
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
七
つ
の
大
産

別
、
建
設
・
国
鉄
・
金
属
・
鉱
山
・
繊
維
・
食
品
・
農
民
だ
け
で
C
G
T
大
会
代
議
員
の
過
半
数
を
占
め
る
）
も
、
二
一
三
二
八
対
四
八
六
二

で
可
決
さ
れ
た
。
同
盟
派
の
勢
力
は
＝
ハ
％
ほ
ど
に
凋
落
し
た
の
で
あ
る
。
事
務
局
も
、
再
編
さ
れ
て
統
一
派
八
名
、
同
盟
派
五
逆
と
な
っ
た
。

　
同
盟
派
の
C
G
T
再
奪
取
の
目
論
み
は
崩
れ
た
。
経
済
的
社
会
的
閉
塞
状
況
に
あ
っ
た
当
時
の
労
働
者
の
感
性
に
は
同
盟
派
の
戦
闘
的
言
辞

が
よ
く
適
応
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
実
際
の
要
求
行
動
が
共
産
党
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
同
盟
派
の
敗
北
は
当
然
だ
っ
た
と
言
え

る
。　

圧
勝
し
た
C
G
T
大
会
後
の
共
産
党
機
関
誌
は
、
共
社
の
賛
成
で
成
立
し
た
憲
法
草
案
が
国
民
投
票
（
5
・
5
）
で
批
准
さ
れ
、
そ
の
後
の
国

民
議
会
選
挙
で
党
は
一
層
前
進
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
楽
観
主
義
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
楽
観
主
義
は
外
見
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
党
内
部
に
は
、
　
「
生
産
の
戦
い
」
に
対
す
る
疑
念
が
生
ま
れ
て
い
た
。
労
働
者
の
潜
在
的

不
満
に
日
々
接
し
て
い
る
下
部
活
動
家
は
、
　
「
ま
ず
生
産
、
つ
い
で
要
求
」
と
主
張
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
労
働
老
の
離
反
を
招
く
の
で
は
な
い

か
と
怖
れ
て
い
た
。
ブ
ー
シ
ュ
”
デ
ュ
魏
ロ
ー
ヌ
県
情
報
局
報
告
に
よ
る
と
、
　
「
共
産
党
活
動
家
は
、
経
済
再
建
の
重
要
さ
を
労
働
者
に
理
解

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
困
難
に
逢
着
し
て
い
る
」
（
4
・
1
7
）
。
「
彼
ら
（
共
産
党
活
動
家
）
は
、
生
産
努
力
の
呼
び
か
け
が
労
働
者
の
間
で

不
人
気
な
こ
と
、
生
産
し
な
け
れ
ば
要
求
で
き
な
い
と
い
う
訴
え
が
労
働
者
の
共
感
を
集
め
な
い
こ
と
に
苛
立
っ
て
い
る
。
…
…
（
彼
ら
は
）

党
の
支
持
を
守
っ
て
い
れ
ぼ
労
働
者
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
、
と
感
じ
て
い
る
」
（
4
・
2
5
）
。

　
そ
し
て
四
月
二
〇
1
二
一
日
の
党
中
央
委
員
会
。
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
食
糧
・
賃
金
問
題
が
選
挙
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
懸
念
が
報
告
さ
れ
た
。
克
ち
取
っ
た
成
果
を
列
挙
す
る
い
つ
も
の
や
り
方
か
ら
、
実
現
さ
れ
て
い
な
い
諸
要
求
が
強
調
さ
れ
た
。

　
五
月
五
日
（
憲
法
草
案
が
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
共
産
党
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。
賛
成
率
二
二
・
五
％
、
反
対
率
四
〇
・
九
％
、
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政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

棄
権
無
効
率
ニ
ニ
・
五
％
、
社
会
党
支
持
者
の
多
く
が
棄
権
し
た
こ
と
が
否
決
の
最
大
因
で
は
あ
っ
た
が
、
共
産
党
も
ま
た
支
持
者
を
完
全
に

動
員
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
憲
法
草
案
否
決
で
第
二
次
憲
法
制
定
議
会
選
挙
（
6
．
2
）
が
実
施
さ
れ
る
運
び
に
な
る
。
国
民
投
票
で
敗
北
を
喫
し
た
共
産
党
は
、
事
態
を

打
開
す
る
何
ら
か
の
策
が
必
要
で
あ
っ
た
。
共
産
党
は
、
支
持
者
を
ま
ず
固
め
る
と
い
う
選
挙
の
定
石
通
り
動
く
。

　
投
票
四
日
前
の
二
九
日
、
C
G
T
事
務
局
は
、
民
間
・
官
公
労
働
者
賃
金
と
年
金
の
全
般
的
引
き
上
げ
を
、
六
月
五
日
開
催
予
定
の
理
事
委

員
会
に
諮
問
す
る
と
決
定
し
た
。
　
「
我
々
の
全
同
志
、
全
組
織
が
生
産
の
戦
い
に
勝
利
す
る
た
め
動
員
さ
れ
た
。
…
…
労
働
者
は
我
々
の
訴
え

に
耳
を
傾
け
す
ば
ら
し
い
努
力
を
お
こ
な
っ
た
。
だ
が
常
に
報
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
…
…
我
々
の
組
合
員
そ
し
て
大
半
の
労
働
者
は
、

破
滅
的
イ
ン
フ
レ
を
回
避
す
る
た
め
に
賃
金
凍
結
と
い
う
実
験
を
受
け
入
れ
た
が
、
今
や
彼
ら
は
我
々
に
、
上
昇
し
た
物
価
に
追
い
つ
か
ね
ぱ

な
ら
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
彼
ら
は
正
し
い
。
…
…
我
々
は
、
何
百
万
も
の
人
間
の
生
存
条
件
を
守
る
使
命
を
持
っ
て
い
る
」
（
フ
ラ
シ
ョ
ン
）
。

共
産
党
は
再
び
護
民
官
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
選
挙
結
果
は
、
共
産
党
に
は
満
足
の
い
く
も
の
で
な
か
っ
た
。
得
票
率
は
二
六
・
四
％
で
前
回
を
維
持
し
た
の
だ
が
、
第
一
党
の
座
を
中
道

勢
力
の
M
R
P
（
人
民
共
和
運
動
）
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
五
日
、
C
G
T
理
事
委
員
会
は
賃
金
・
年
金
の
二
五
％
引
上
げ
を
要
求
す
る
。
か
く
し
て
同
盟
派
は
、
四
月
目
C
G
T
大
会
に

続
い
て
痛
打
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
や
同
盟
派
は
、
賃
金
問
題
で
共
産
党
を
攻
撃
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
同
盟
派
は
、
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

挙
を
有
利
に
戦
う
た
め
に
賃
上
げ
を
持
ち
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
論
点
で
共
産
党
を
非
難
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
非
難
が
労
働
者
の
支

持
を
集
め
る
道
理
は
な
か
っ
た
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
よ
り
も
要
求
自
体
が
重
要
な
の
だ
か
ら
。

　
六
月
一
五
i
一
六
日
、
共
産
党
は
中
央
委
員
会
を
開
き
、
選
挙
総
括
と
対
策
を
決
定
し
た
。
ト
レ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
　
「
若
干
の
不
成
功
の
う

ち
、
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
当
面
の
諸
要
求
の
た
め
の
…
…
活
動
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
。
」
従
っ
て
、
「
共
産
党
は
労
働
総
同
盟
の

立
場
を
支
持
」
し
、
　
「
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
政
府
参
加
の
一
条
件
と
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
、
選
挙
前
に
政
治
局
が
表
明
し
た
見
解
を
、
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⑳

中
央
委
員
会
は
全
員
一
致
確
認
し
た
よ
う
に
思
う
」
。
国
民
投
票
・
議
会
選
挙
で
の
つ
ま
ず
き
、
換
言
す
れ
ば
、
労
働
者
の
党
離
れ
の
前
兆
を

契
機
に
、
政
権
参
加
の
た
め
に
は
賃
金
凍
結
に
も
協
力
す
る
と
い
う
グ
ア
ン
政
権
成
立
時
の
姿
勢
か
ら
、
賃
上
げ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
政
権

離
脱
も
辞
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
生
産
問
題
で
も
共
産
党
の
姿
勢
は
変
化
し
た
。
党
機
関
誌
（
5
i
6
月
号
）
に
次
の
よ
う
な
主
張
が
載
せ
ら
れ
た
。
　
「
賃
金
・
生
産
問

題
は
、
同
じ
政
策
の
不
可
欠
な
二
面
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
産
努
力
な
し
に
生
活
水
準
の
改
善
を
訴
え
る
の
は
デ
マ
ゴ
ギ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

労
働
者
の
努
力
を
維
持
・
増
大
さ
せ
る
賃
金
を
与
え
る
こ
と
な
し
に
生
産
努
力
を
訴
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
」
。
従
来
の
主
張
で
あ
る
「
生
産

し
な
け
れ
ぼ
要
求
が
実
現
し
庇
い
」
か
ら
、
　
「
要
求
が
実
現
し
な
け
れ
ぼ
生
産
で
き
な
い
」
と
い
う
論
理
の
逆
立
ち
が
生
ま
れ
始
め
た
の
で
あ

る
。　

さ
て
、
一
九
日
、
M
R
P
の
ビ
ド
ー
○
・
O
U
筏
窪
犀
が
首
班
指
名
を
受
け
（
共
産
党
棄
権
）
、
組
閣
交
渉
が
始
ま
る
。
そ
し
て
二
三
日
、
ビ
ド

ー
が
一
五
％
の
賃
上
げ
案
を
共
産
党
に
示
し
、
共
産
党
は
漸
く
政
権
参
加
を
決
定
し
た
。

　
共
産
党
が
二
五
％
の
賃
上
げ
を
要
求
し
た
た
め
に
手
痛
い
打
撃
を
受
け
て
い
た
同
盟
派
は
、
共
産
党
が
一
五
％
の
ビ
ド
ー
案
を
受
諾
し
た
こ

と
で
、
共
産
党
非
難
の
格
好
の
材
料
を
得
た
。
も
と
も
と
全
般
的
賃
上
げ
に
は
及
び
腰
の
『
労
働
者
の
力
』
は
、
C
G
T
要
求
へ
の
支
持
を
訴

え
る
ジ
ュ
オ
i
論
説
（
6
・
1
3
）
を
唯
一
の
例
外
に
、
二
五
％
引
上
げ
に
賛
成
す
る
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

共
産
党
が
一
五
％
で
妥
協
す
る
や
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
論
難
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
C
G
T
の
要
求
表
を
拒
否
し
た
政
府
を
、
彼
ら
（
共
産
主

義
者
）
は
信
任
し
た
。
…
…
共
産
党
は
我
々
を
見
捨
て
た
の
だ
」
（
7
・
4
）
。

　
同
盟
派
の
新
た
な
挑
戦
を
受
け
た
共
産
党
は
、
要
求
賃
上
げ
率
を
二
五
％
に
戻
し
再
反
撃
に
出
る
。
C
G
T
管
理
委
員
会
（
7
・
9
）
は
、
コ
一

五
％
引
上
げ
要
求
を
断
固
と
し
て
維
持
し
」
、
「
全
加
盟
組
織
に
、
一
五
日
か
ら
一
週
間
、
大
衆
示
威
行
動
を
実
施
す
る
よ
う
」
要
求
す
る
。
よ

り
良
き
護
民
官
た
る
べ
く
、
共
産
党
と
同
盟
派
と
の
間
で
要
求
の
せ
り
上
げ
あ
い
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
賃
上
げ
率
は
紆
余
曲
折
し
て
、
よ
う
や
く
七
月
末
に
解
決
さ
れ
る
。
二
七
日
の
関
係
閣
僚
会
議
（
M
R
P
二
、
共
産
党
二
、
社
会
党
一
名
）
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政権参力目時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

で
一
八
％
の
民
間
労
働
者
賃
金
引
上
げ
、
三
一
日
の
閣
議
で
二
五
％
の
官
公
労
働
者
俸
給
引
上
げ
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
共
産
党

の
大
勝
利
だ
っ
た
。
本
来
の
要
求
率
に
近
い
賃
上
げ
が
実
現
し
、
何
か
と
共
産
党
非
難
に
忙
し
い
『
労
働
者
の
力
』
も
沈
黙
し
た
。
共
産
党
は
、

こ
こ
で
再
び
同
盟
派
社
会
主
義
潜
に
勝
利
し
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
護
民
嘗
役
を
奪
お
う
と
す
る
同
盟
派
社
会
主
義
者
の
挑
戦
を
退
け
た
ま
さ
に
こ
の
時
、
共
産
党
は
他
の
左
翼
勢
力
に
よ
っ
て
足
元
を

す
く
わ
れ
る
。

　
①
村
上
・
山
崎
訳
『
ド
ゴ
ー
ル
大
戦
回
顧
録
（
∬
）
』
一
九
六
一
年
み
す
ず
爵
房
　

⑯
勾
』
§
諮
ミ
ミ
輩
H
O
隷
く
．
導
峯

　
　
一
三
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
き
ミ
こ
b
。
刈
旨
コ
く
■
ド
漣
Φ
’

②
同
上
書
＝
二
八
頁
。

③
卜
、
忠
ミ
ミ
§
蛍
肉
ミ
偽
？
ミ
職
帆
㌧
9
卜
窺
旨
§
壕
亀
ミ
ミ
3
。
。
①
け
お
ま
p
這
濫
．

④
パ
リ
集
会
に
つ
い
て
は
、
9
卜
、
鳳
ミ
椿
特
。
ミ
耐
§
遣
へ
へ
ー
ミ
畠
篇
り
、
δ
も
．
。
。
誤
嚇

　
卜
象
鳴
養
§
馬
、
お
象
ρ
昂
り
臨
．

⑤
卜
a
旨
§
蕊
恥
ミ
ミ
恥
恥
し
。
。
9
ρ
這
心
q
・

⑥
　
　
『
ド
ゴ
…
ル
大
戦
回
願
録
（
1
）
』
一
三
八
頁
。

⑦
同
士
ミ
§
8
8
9
ρ
δ
ホ
。

⑧
　
官
公
労
働
者
運
動
に
つ
い
て
は
、
注
記
せ
ぬ
限
り
、
ζ
ミ
を
、
物
馬
ミ
ミ
白
羽

　
㌧
き
q
ミ
§
』
に
よ
る
。

⑨
　
詳
し
く
は
、
前
掲
小
論
参
照
。

⑩
。
や
S
9
、
濠
簿
劣
α
㊦
一
、
〉
ω
ω
。
∋
三
重
8
器
藻
麸
葺
。
る
㊤
智
コ
く
」
窯
⑦
も
で
．

　
一
鰺
一
紐
畠

⑪
　
奪
ミ
く
や
δ
⑦
．

⑫
㎏
．
い
9
窪
ヰ
9
．
．
U
o
箕
〇
三
σ
ヨ
。
餌
①
。
。
箕
諄
簿
9
冨
鷲
。
含
。
仲
一
8
、
、
、
9
ミ
ミ
恥

　
§
○
ミ
§
N
§
帖
窯
恥
、
旨
く
高
㊤
高
ρ
や
ヨ
S

⑬
｝
■
∪
・
9
。
・
。
㌔
．
．
客
。
写
Φ
℃
。
ヨ
【
2
。
”
、
”
9
ミ
ミ
勉
§
9
嚇
§
こ
h
ミ
妬
ミ
♪
円
く
．

　
一
逡
9
や
一
〇
タ

⑭
い
．
賢
§
§
周
ミ
』
隷
く
」
O
心
9

⑰
ミ
鑓
㌣
ミ
ミ
斜
。
。
ム
ヨ
母
ω
一
〇
戯
O
．

⑱
気
圏
罎
曾
錬
び
、
．
い
白
話
く
。
民
ざ
葺
δ
器
簿
一
Φ
ω
日
量
魯
号
霧
｛
巴
話

　
ρ
・
9
印
象
”
、
層
9
ミ
ミ
恥
§
9
ミ
§
§
琶
｝
胴
鴨
こ
雪
く
」
㊤
ホ
．
唱
や
零
占
㊤
．

⑲
　
9
ぎ
遷
馬
9
ミ
篭
即
蚕
冥
畠
．
一
ト
。
占
窃
し
禽
鎗
。
け
悼
Q
。
ヨ
碧
。
・
㌧
o
朝
露
塁
集

　
一
漣
①
・

⑳
9
き
ミ
こ
窯
。
δ
＝
塁
識
一
お
3

⑳
　
ρ
竃
。
簿
お
轟
p
．
．
0
8
霞
①
審
営
鐵
。
⇒
．
．
㌔
鍵
』
§
§
ミ
ミ
黎
隷
く
．
一
幽
一
個
O
■

⑳
菊
⑦
箕
。
曾
産
月
憎
、
ミ
ミ
9
も
ミ
§
、
や
累
。
H
◎
＝
ゆ
く
三
δ
ま
・

㊥
　
。
や
葡
皐
鷺
－
」
§
ミ
、
b
。
一
I
b
。
b
。
①
け
“
。
窃
9
〈
三
、
㊦
け
ト
。
ヨ
巴
一
り
お
’

＠
　
9
＞
．
ピ
p
。
δ
貫
§
■
ミ
・
噛
℃
．
と
・
。
．

⑮
卜
、
弾
§
§
ミ
℃
。
。
O
臨
く
三
一
り
塗

⑳
。
h
L
♂
§
鴨
9
昏
ミ
罵
蚤
累
。
卜
。
心
い
①
甘
貯
轡
δ
■

⑳
　
　
『
ト
レ
ー
ズ
政
治
報
告
集
（
狂
）
』
霊
二
穴
、
三
四
九
頁
。

⑱
即
Ω
舘
碧
身
、
、
、
9
竃
蛋
ぽ
島
㊦
ω
ω
巴
巴
話
ω
8
勢
門
・
写
剛
）
ρ
。
欝
≡
㊦
Ω
。

　
冨
賢
。
身
g
凶
自
Φ
舞
巨
。
冨
什
巴
一
一
⑦
α
①
。
一
夏
器
。
け
暮
¢
葺
け
巴
＝
Φ
畠
藍
？

　
コ
巴
。
．
、
、
9
ミ
ミ
勧
§
9
ミ
§
6
蔵
恥
ミ
斜
ヨ
㊤
こ
・
一
同
二
〇
参
℃
．
ミ
メ

⑳
卜
．
津
§
§
漂
し
O
甘
ε
Φ
け
δ
心
①
圏
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4

サ
ン
ヂ
ィ
カ
リ
ス
ト
・
卜
日
ツ
キ
ス
ト
運
動
と
共
産
党
の
対
応

78　（398）

　
四
六
年
夏
、
統
一
派
が
労
連
指
導
部
を
掌
握
し
て
い
た
P
T
T
で
、
共
産
党
の
意
向
に
逆
ら
う
労
働
運
動
が
発
生
す
る
。
低
賃
金
に
岬
吟
し

て
い
た
官
公
労
働
者
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
P
T
T
労
働
者
は
生
活
苦
に
喘
い
で
い
た
。
手
当
の
算
定
方
式
で
、
電
気
・
ガ
ス
と
い
っ
た
他

の
公
役
務
労
働
者
よ
り
も
不
利
な
扱
い
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四
六
年
五
月
末
に
共
産
党
が
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
時
、
労
連

指
導
部
は
積
極
的
に
動
き
、
七
月
＝
日
、
俸
給
引
上
げ
と
差
別
撤
回
を
求
め
る
デ
モ
・
集
会
を
組
織
し
た
。
と
こ
ろ
が
ボ
ル
ド
ー
支
部
は
こ

の
日
ス
ト
を
断
行
し
た
。
組
織
し
た
の
は
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
共
産
党
は
、
戦
闘
性
で
彼
ら
に
追
い
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
労
連
指
導
部
も
二
五
日
、
三
〇
日
に
ス
ト
（
第
四
蒔
か
ら
昼
二
時
半
ま
で
）
を
お
こ
な
う
と
決
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
ま
た
し
て
も
共
産
党

は
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
に
追
い
抜
か
れ
た
。
三
〇
日
、
二
時
半
が
過
ぎ
て
も
、
ボ
ル
ド
ー
、
ク
レ
ル
モ
ン
ー
フ
ェ
ロ
ソ
、
リ
ー
ル
の
三
支
部
は

ス
ト
を
続
行
し
、
こ
れ
が
無
期
限
ス
ト
へ
と
進
化
し
た
の
で
あ
る
。
他
支
部
で
も
部
分
的
に
ス
ト
が
続
い
た
。
共
産
党
の
大
地
盤
で
あ
る
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

セ
イ
ユ
で
さ
え
、
電
報
局
で
ス
ト
が
続
く
。

　
同
盟
派
社
会
主
義
者
は
、
こ
の
ス
ト
運
動
の
な
か
に
、
共
産
党
か
ら
労
働
者
を
奪
還
す
る
千
載
一
遇
の
好
機
を
み
た
。
彼
ら
は
サ
ン
デ
イ
カ

リ
ス
ト
に
合
流
し
、
八
月
二
日
、
労
連
組
織
外
に
ス
ト
全
国
評
議
会
を
設
置
す
る
。
同
日
社
会
党
は
、
e
手
当
差
別
事
項
撤
廃
　
⇔
政
府
の
調

停
工
作
　
を
求
め
る
決
議
案
を
議
会
に
提
出
し
、
「
P
T
T
労
組
の
新
指
導
グ
ル
ー
プ
（
ス
ト
全
国
評
議
会
）
と
政
府
は
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
ダ
ゲ
ン
∪
㊤
σ
q
g
口
）
と
主
張
す
る
。
当
然
共
産
党
は
こ
の
主
張
に
反
発
し
、
「
労
働
老
階
級
の
中
に
分
裂
の
種
を
蒔
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

（
グ
ル
面
罵
O
器
量
①
H
）
と
応
酬
す
る
が
社
会
党
の
目
論
み
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
交
渉
当
事
者
問
題
に
決
着
が
つ
か
な
い
ま
ま
決
議
案
が
共

産
党
の
賛
成
も
得
て
可
決
さ
れ
た
直
後
、
ダ
ゲ
ン
は
、
ス
ト
全
国
評
議
会
と
蔵
相
・
P
T
T
相
（
と
も
に
M
R
P
）
と
の
会
談
を
斡
旋
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
し
て
両
閣
僚
が
、
三
陰
の
閣
議
で
差
別
事
項
撤
回
を
決
め
る
と
約
束
し
、
ス
ト
全
国
評
議
会
は
労
働
再
開
を
指
令
す
る
。
か
く
し
て
共
産
党

は
惨
敗
し
た
。
自
党
と
労
連
指
導
部
が
交
渉
の
塒
外
に
放
り
出
さ
れ
た
ま
ま
で
要
求
が
実
現
す
る
と
い
う
、
護
民
官
と
し
て
は
甚
だ
不
都
合
な
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こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
受
け
た
打
撃
が
深
か
っ
た
だ
け
に
、
　
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
と
社
会
党
に
対
す
る
共
産
党
の
非
難
は
激
烈
だ
っ
た
。
　
「
四
五
年
九
月
の
（
p
T

T
労
連
）
大
会
で
敗
北
し
た
旧
指
導
諭
達
は
、
…
…
未
経
験
な
職
員
の
不
満
に
乗
じ
、
労
連
指
導
部
を
醜
悪
に
も
攻
撃
し
、
復
讐
を
果
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
経
営
側
、
さ
ら
に
は
閣
僚
の
応
援
か
ら
も
利
益
を
ひ
き
だ
し
た
の
で
あ
る
」
。

　
解
放
来
常
に
共
産
党
は
労
働
運
動
の
指
導
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
勿
論
指
導
権
が
動
揺
し
か
け
た
場
合
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
素
早
く
要

求
を
掲
げ
事
な
き
を
得
た
。
四
五
年
末
か
ら
は
社
会
党
の
二
重
構
造
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
社
会
主
義
者
が
賃
上
げ
要
求
を
押
し
通
さ
な
か
っ

た
た
め
に
、
そ
れ
も
事
な
き
を
得
た
。
こ
の
よ
う
に
労
働
運
動
の
指
導
権
を
握
り
続
け
て
お
ら
れ
た
か
ら
、
共
産
党
は
、
連
合
政
権
に
参
加
す

る
た
め
、
生
産
努
力
と
賃
金
抑
制
を
労
働
者
に
課
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
P
T
T
労
働
運
動
に
お
け
る
敗
北
で
状
況
は
変
わ
っ
た
。
労

働
重
視
・
要
求
軽
視
の
「
生
産
の
戦
い
」
に
復
帰
し
て
労
働
者
の
不
満
を
放
置
す
れ
ば
、
P
T
T
事
件
が
再
現
し
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
組
織
上

の
危
機
を
招
く
。
か
く
し
て
、
五
月
の
「
要
求
が
実
現
し
な
け
れ
ば
生
産
で
き
な
い
」
と
い
う
主
張
と
と
も
に
始
ま
り
か
け
て
い
た
要
求
重
視

傾
向
は
、
P
T
T
事
件
で
決
定
的
と
な
る
。

　
八
月
五
日
、
C
G
T
全
国
委
員
会
は
新
た
な
要
求
を
持
ち
出
す
。
　
コ
雇
主
と
労
働
者
間
の
協
議
の
自
由
、
団
体
協
約
・
賃
金
協
約
の
自
由
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

即
刻
復
帰
す
る
こ
と
、
及
び
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
早
急
に
全
労
働
者
に
生
活
最
低
賃
金
制
を
保
証
す
る
よ
う
、
断
固
要
求
」
し
た
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
機
関
紙
や
党
系
日
刊
紙
か
ら
、
　
“
働
く
こ
と
”
を
称
揚
す
る
文
章
が
消
え
去
っ
た
。
生
産
の
重
要
性
は
言
わ
れ
続
け
た
が
、
そ
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

要
な
「
生
産
を
保
証
す
る
た
め
に
こ
そ
、
労
働
者
の
要
求
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
だ
っ
た
。
　
「
生
産
し
な
け
れ
ば
要
求
が
実
現

し
な
い
」
と
の
解
放
以
来
の
主
張
は
姿
を
消
し
た
。

　
さ
て
、
一
〇
月
＝
二
日
の
国
民
投
票
で
第
二
次
憲
法
草
案
が
批
准
さ
れ
、
一
一
月
一
〇
日
に
国
民
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
共
産
党
は
得

票
率
二
八
・
八
％
で
第
一
党
に
返
り
咲
く
。
連
合
政
権
の
中
枢
を
占
め
て
い
た
M
R
P
は
物
価
騰
貴
に
無
策
で
あ
り
、
共
産
党
が
護
民
官
像
を

守
り
続
け
て
い
た
の
だ
か
ら
、
共
産
党
の
勝
利
は
当
然
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
。
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一
二
月
一
七
日
、
賃
金
抑
制
派
の
ブ
ル
ム
い
・
じ
ご
製
麺
首
班
社
会
党
単
独
内
閣
が
、
大
統
領
選
出
ま
で
の
一
ヵ
月
間
と
い
う
期
限
付
き
で
成

立
す
る
。
共
産
党
は
ブ
ル
ム
内
閣
を
信
任
し
た
が
、
八
月
来
の
要
求
で
あ
る
生
活
最
低
賃
金
制
実
施
を
訴
え
続
け
た
。
そ
し
て
二
七
日
に
、
フ

ラ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
最
低
賃
金
の
具
体
的
中
身
が
要
求
さ
れ
る
。
　
一
ヵ
月
最
低
家
計
七
三
五
〇
フ
ラ
ン
と
い
う
C
G
T
経
済
社
会
研
究
委
員
会

試
案
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
が
最
低
賃
金
の
下
限
に
な
る
べ
き
だ
と
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
フ
ラ
シ
ョ
ン
は
、
最
低
賃
金
を
現
行
の
賃

金
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
適
用
（
最
低
賃
金
に
達
し
な
い
も
の
だ
け
の
引
上
げ
で
な
く
、
三
五
％
の
全
般
的
賃
上
げ
と
な
る
）
せ
よ
と
要
求
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

さ
ら
に
、
賃
金
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
も
要
求
さ
れ
た
。

　
三
一
日
夜
ブ
ル
ム
は
、
翌
日
か
ら
五
％
の
全
価
格
引
下
げ
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
も
共
産
党
は
賃
上
げ
に
執
心
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

四
七
年
一
月
三
日
、
C
G
T
事
務
局
は
、
一
ヵ
月
竺
○
○
時
間
労
働
七
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
と
い
う
最
低
賃
金
を
公
式
に
要
求
す
る
。

　
一
月
一
二
B
、
社
会
党
の
ラ
マ
デ
ィ
エ
即
図
＠
白
伊
象
曾
を
首
班
と
す
る
連
合
政
権
が
成
立
す
る
。
同
日
の
施
政
方
針
演
説
で
ラ
マ
デ
ィ
エ

は
、
前
政
権
の
賃
金
凍
結
・
価
格
引
下
げ
政
策
を
継
続
す
る
と
宜
言
す
る
。
そ
し
て
共
産
党
は
、
入
閣
す
る
が
、
引
き
続
い
て
最
低
賃
金
制
と

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
実
施
を
要
求
す
る
。
　
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
は
連
日
の
よ
う
に
フ
ラ
シ
ョ
ン
論
説
を
載
せ
、
C
G
T
要
求
の
正
当
性
を
擁
護
し
た
。

「
二
つ
の
重
要
な
問
題
、
価
格
引
下
げ
闘
争
と
最
低
賃
金
制
要
求
闘
争
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
…
…
価
格
面
で
現
在
ま
で
得
ら
れ
た
成
果
は

僅
か
で
あ
る
。
…
…
（
従
っ
て
）
最
低
賃
金
制
実
施
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
急
に
必
要
な
こ
と
だ
」
（
2
．
1
）
。
「
四
六
年
以
来
雇
主
は
巨
大
な

利
潤
を
手
に
し
て
お
り
、
…
…
（
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ぱ
）
C
G
T
の
要
求
は
慎
ま
し
や
か
な
も
の
で
あ
る
」
（
2
．
4
）
。
「
労
働
者
階
級
は
、
経

済
再
建
の
た
め
の
最
も
大
き
な
犠
牲
を
払
わ
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
い
わ
ゆ
る
二
百
家
族
と
い
う
少
数
の
連
中
は
窮
地
を
巧
み
に
切
り
抜
け
た
。

…
…
も
し
国
家
が
労
働
者
階
級
の
要
求
に
反
対
す
れ
ば
、
国
家
自
身
が
、
国
の
再
建
に
不
吉
な
社
会
闘
争
の
発
生
に
好
都
合
な
状
況
を
つ
く
り

だ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
」
（
2
・
7
）
。

　
だ
が
ラ
マ
デ
ィ
エ
は
ほ
と
ん
ど
譲
歩
し
な
い
。
喉
一
の
譲
歩
は
、
二
月
二
八
日
の
閣
議
で
決
ま
っ
た
、
0
月
収
入
七
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
の

労
働
者
の
み
に
特
別
手
当
を
与
え
る
こ
と
（
全
体
で
約
六
％
の
賃
上
げ
と
な
る
）
⇔
七
月
一
日
に
賃
金
・
価
格
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
（
裏
返

80　（400）
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⑨

せ
ば
、
そ
の
時
ま
で
は
賃
金
凍
結
）
こ
と
で
あ
っ
た
。

．
共
産
党
は
賃
上
げ
へ
の
圧
力
を
か
け
続
け
る
。
三
月
一
二
B
、
C
G
T
全
国
委
員
会
で
国
民
総
収
入
配
分
表
（
表
－
）
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
四
六
年
度
の
賃
金
生
活
者
収
入
は
三
八
年
度
の
八
○
・
四
％
で
し
か
な
か
っ
た
。
四
七
年
度
分
は
、
も
し
C
G
T
要
求
が
完
全
実

施
さ
れ
て
も
四
六
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
さ
ら
に
下
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
こ
の
数
字
は
C
G
T
要
求
を
完
全
に
正
当
化

し
て
い
る
。
…
…
こ
の
数
年
間
を
通
し
て
、
労
働
者
の
貧
困
化
が
一
貫
し
て
進
ん
だ
の
に
対
し
、
資
本
家
の
利
潤
は
一
貫
し
て
増
大
し
た
。
…

…
こ
う
い
う
状
況
で
は
、
　
『
パ
ソ
の
た
め
の
日
常
闘
争
』
一
資
本
主
義
体
制
に
対
す
る
労
働
者
の
総
力
戦
を
最
も
簡
明
に
直
接
的
に
表
現
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

1974

表1　国民総収入配分表

エ938　　｝　　　　　1946

要
施
か
合

T
実
な
場

G
が
れ
た

C
求
さ
っ

CGT要
求が実施
された場
合

下半期上半期

42，s　1

　　　4．1

　　　13

40　1

35．8

44

43　1

　　　5

　　　14．4

38．5　1

40

40

45

15．5

12．1

27．5

賃金生活者収入

貯蓄　収　入

農業経営収入
他　の　収　入

A．Lacroix，　o汐．　cit．，　p．698より作成。

た
合
言
葉
i
に
お
い
て
一
歩
た
り
と
も
後
退
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
肝
要
な
の
だ
」
。

　
も
し
一
歩
た
り
と
も
後
退
し
な
け
れ
ぼ
、
連
合
政
権
多
数
派
と
の
正
面
衝
突
は
不
可
避
だ
っ
た
。
だ

が
連
合
政
権
残
留
を
望
む
共
産
党
は
、
実
際
に
は
一
歩
後
退
す
る
。
一
二
日
の
全
国
委
員
会
は
結
局
、

当
面
の
主
目
標
を
、
O
生
産
手
当
制
実
施
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
そ
の
増
額
　
⇔
所
得

税
免
除
下
限
を
月
収
入
に
換
算
し
て
七
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
に
引
上
げ
る
こ
と
　
⇔
五
月
か
ら
賃
金
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

再
検
討
開
始
、
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
ラ
マ
デ
ィ
エ
は
こ
の
C
G
T
要
求
さ
え
無
視
し
た
。
し
か
も
こ
の
時
期
、
労
働
者
の
共
産
党
離

れ
傾
向
が
露
見
す
る
。
四
月
二
四
日
お
こ
な
わ
れ
た
社
会
保
障
金
庫
理
事
会
労
働
者
側
委
員
選
挙
は
、

ど
れ
ぼ
ど
の
労
働
者
が
C
G
T
を
支
持
し
て
い
る
か
を
、
寸
分
の
暖
昧
さ
な
く
示
し
た
（
表
2
）
。
C
G

T
得
票
数
は
、
加
盟
者
数
六
〇
〇
万
か
ら
程
遠
く
、
選
鉱
八
○
万
人
と
予
想
さ
れ
て
い
た
C
F
T
C
（
カ

ト
リ
ッ
ク
系
労
働
団
体
）
が
一
五
〇
万
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
る
。
C
G
T
加
盟
労
働
者
の
う
ち
、
約

二
〇
〇
万
人
が
棄
権
し
、
七
〇
万
人
が
C
F
T
C
に
投
票
し
た
の
で
あ
る
。
同
盟
派
労
働
者
（
四
六
年

四
月
の
C
G
T
大
会
代
議
員
数
か
ら
考
え
て
一
〇
〇
万
人
弱
）
ぽ
か
り
で
な
く
、
統
一
派
労
働
者
の
多
81　（401）



表2　社会保障金庫理事会
　　労働者側委員選挙結果

有権者数　　　　　7，749，858

投票者数　　　　　5，790，148

有効票　　5，555，527

得票数

3，280，183

1，458，475

　507，599

　287，973

CGT
CFTC
共済組合

その他

つ
で
あ
る
ル
ノ
ー
公
団
自
動
車
工
場
で
、

元
を
す
く
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

46

@
　
く
も
共
産
党
の
指
示
t
従
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

亭
　
　
　
食
糧
難
・
物
価
騰
貴
が
続
く
状
況
で
、
昨
秋
来
共
産
党
が
要
求
し
続
け
て
い
た
賃
金
是
正
が
ま

鷹　
　
　
つ
た
く
実
現
さ
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
労
働
老
が
共
産
党
に
不
信
を
持
つ
の
は
、
あ
ま
り
に
も
自
然

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

㎎
。
　
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
産
党
は
、
た
と
え
戦
闘
的
護
民
官
で
あ
っ
て
も
、
最
早
実
用
的
護
民
官
で

職
成

㎡
乍
　
　
　
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

蹴　　
　
　
共
産
党
の
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
が
崩
れ
か
け
て
い
た
ま
さ
に
こ
の
時
、
共
産
党
の
最
大
地
盤
の
一

　
　
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
指
導
で
大
ス
ト
が
勃
発
し
た
。
昨
年
夏
の
P
T
T
に
続
い
て
、
再
び
共
産
党
は
足

　
　
　
か
く
し
て
共
産
党
は
、
ラ
マ
デ
ィ
エ
政
権
に
留
ま
る
こ
と
と
、
労
働
者
の
支
持
を
繋
ぎ
と
め
て
お

82　（4e2）

く
こ
と
と
の
間
で
、
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

　
パ
リ
郊
外
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ビ
ラ
ン
ク
ー
ル
の
ル
ノ
ー
工
場
は
、
約
三
万
人
が
働
く
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
工
場
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
フ
ラ
ン

ス
産
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
自
動
車
部
門
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ル
ノ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
ル
ノ

ー
労
働
者
の
支
持
を
得
る
か
ど
う
か
は
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
全
体
の
指
導
権
に
係
わ
る
大
問
題
で
あ
っ
た
。

　
解
放
来
共
産
党
は
、
ル
ノ
ー
労
働
者
の
支
持
を
得
、
組
合
指
導
部
を
掌
握
し
て
い
た
。
一
方
、
社
会
主
義
者
は
ま
っ
た
く
無
力
で
、
解
放
後

全
国
で
建
設
に
努
め
て
い
た
工
場
細
胞
も
、
こ
こ
で
は
一
つ
も
建
設
で
き
な
い
有
様
だ
っ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
は
、
共
産
主
義
者
同
盟
¢
艮
8

0
0
B
旨
自
巳
簿
。
ら
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
四
六
年
段
階
で
、
合
計
で
も
約
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
勢
力
し
か
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
四
七
年
二
月
二
五
日
、
組
合
指
導
下
は
労
使
定
期
会
合
の
席
上
、
一
時
間
あ
た
り
生
産
手
当
の
三
フ
ラ
ン
増
額
を
提
案
し
た
が
、
一

向
に
実
現
す
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
だ
が
等
等
は
、
集
会
や
デ
モ
、
ス
ト
を
呼
び
か
け
ず
、
ト
ッ
プ
交
渉
を
続
け
る
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
う

い
う
状
況
で
四
月
二
二
日
、
共
産
主
義
者
同
盟
の
ボ
ワ
℃
・
b
ウ
○
旨
の
指
導
で
第
六
部
門
の
労
働
老
が
ス
ト
を
決
定
し
た
。
賛
成
は
一
〇
〇
〇
人
、

反
対
は
三
六
人
だ
け
だ
っ
た
。
二
三
日
に
は
七
〇
〇
人
の
労
働
老
に
よ
っ
て
、
ボ
ワ
を
議
長
と
す
る
ス
ト
委
員
会
が
選
出
さ
れ
、
翌
二
五
日
、
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始
業
時
か
ら
第
六
、
一
八
部
門
の
一
五
〇
〇
人
が
職
場
占
拠
ス
ト
に
突
入
し
た
。
彼
ら
の
要
求
は
、
現
行
時
間
給
二
五
フ
ラ
ン
の
一
〇
フ
ラ
ン

増
額
で
、
組
合
要
求
と
の
間
に
は
七
フ
ラ
ン
の
差
が
あ
り
、
し
か
も
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
ス
ト
戦
術
は
労
働
老
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
共
産

党
に
と
っ
て
は
由
々
し
い
事
態
で
あ
っ
た
。

　
二
七
日
の
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
に
非
難
記
事
が
載
る
。
　
「
一
握
り
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
が
三
万
人
労
働
者
の
う
ち
の
一
五
〇
〇
人
だ
け
を
引
き
ず

り
込
む
の
に
成
功
し
た
。
…
…
こ
の
運
動
は
C
G
T
と
国
有
化
に
敵
対
す
る
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
に
他
な
ら
な
い
」
。

　
二
八
日
（
月
）
早
朝
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
は
出
勤
し
て
く
る
労
働
老
に
ビ
ラ
情
宜
を
お
こ
な
う
が
、
共
産
党
員
は
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
、
両

者
の
間
で
小
競
合
い
が
起
こ
る
。
正
午
、
工
場
前
広
場
で
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
は
集
会
を
組
織
す
る
。
三
〇
〇
〇
人
の
参
加
を
得
た
こ
の
集
会
で
、

彼
ら
は
ス
ト
を
工
場
全
体
に
広
げ
よ
と
訴
え
る
。
午
後
、
ス
ト
は
拡
大
し
、
終
業
時
ま
で
に
参
加
老
は
一
万
二
〇
〇
〇
強
に
達
す
る
。
組
合
指

導
部
は
午
後
五
時
半
、
同
広
場
で
集
会
を
組
織
し
、
一
万
人
強
が
集
ま
る
。
だ
が
こ
こ
で
共
産
党
は
敗
北
を
喫
し
て
し
ま
う
。
組
合
指
導
部
は

生
産
手
当
三
フ
ラ
ン
増
額
と
ス
ト
停
止
を
呼
び
か
け
た
の
だ
が
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
が
集
会
に
介
入
し
て
一
〇
フ
ラ
ン
増
額
実
現
ま
で
の
無
期
限

ス
ト
を
訴
え
、
彼
ら
に
同
調
す
る
者
が
多
く
、
指
導
部
提
案
が
採
択
に
移
さ
れ
な
い
ま
ま
に
散
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
九
日
朝
、
組
合
指
導
部
は
、
経
営
側
と
の
賃
金
交
渉
を
午
前
中
に
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
午
前
一
一
時
か
ら
の
労
働
停
止
と
、
一
二

時
半
に
集
会
を
開
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。
だ
が
大
半
の
労
働
者
は
始
業
時
か
ら
仕
事
を
放
棄
す
る
。
そ
し
て
経
営
側
は
、
賃
上
げ
は
政
府
に
相

談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
要
求
を
受
け
入
れ
な
い
。
正
午
半
の
集
会
で
組
舎
指
導
部
は
、
三
フ
ラ
ン
増
額
を
求
め
て
今
後
も
交
渉
す

る
と
表
明
し
、
三
時
か
ら
労
働
を
開
始
す
る
よ
う
訴
え
る
。
し
か
し
三
時
に
な
っ
て
も
労
働
者
は
就
労
し
な
い
。
工
場
全
体
が
ス
ト
に
突
入
し
、

組
合
指
導
部
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
に
完
全
に
凌
駕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
〇
日
。
共
産
党
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
か
ら
労
働
者
を
奪
還
す
べ
く
、
要
求
を
大
幅
に
せ
り
上
げ
る
。
共
産
党
が
指
導
す
る
パ
リ
地
域
金
属
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

連
が
、
ル
ノ
ー
労
働
者
を
含
む
パ
リ
地
域
の
全
金
属
労
働
者
の
一
時
間
あ
た
り
生
産
手
当
を
五
月
一
日
か
ら
一
〇
フ
ラ
ン
増
額
す
る
よ
う
要
求

し
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
党
政
治
局
が
こ
の
要
求
を
支
持
す
る
と
の
声
明
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル
ノ
ー
工
場
で
は
依
然
ス
ト
が
続
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褒3　5月2日労｛動i者

　　　集会投票結果

27，240

23，903

1，609

8，715

12，671

者
数
票
成
対

　
総
　
讃
反

　
ロ
　
　
　
　
ほ

一
票
　
蒲

…
有
投
白
労

デ
リ
ケ
ー
ト
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
五
月
二
日
。
国
民
議
会
の
場
で
共
産
党
は
、

の
要
求
に
敵
対
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
言
う
人
々
が
い
る

律
）
。
一
方
ル
ノ
ー
工
場
で
は
、

当
一
〇
フ
ラ
ン
増
額
が
認
め
ら
れ
れ
ば
ス
ト
を
解
除
す
る
是
非
を
投
票
で
問
う
こ
と
を
求
め
る
。

デ
ィ
エ
に
賃
金
要
求
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
狙
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
う
と
す
る
勢
力
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
だ
か
ら
、

固
定
時
間
給
一
〇
フ
ラ
ン
増
額
を
要
求
す
る
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
に
敗
北
す
る
（
表
3
）
。

　
三
日
の
党
中
央
委
員
会
は
悲
観
主
義
に
支
配
さ
れ
た
。
　
「
こ
こ
パ
リ
地
域
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
、
我
々
は
、
ほ
ん
の
小
さ

な
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
に
対
し
て
も
最
早
勝
利
を
お
さ
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。
…
…
（
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
は
）
ル
ノ
ー
で
成
功
し
て
し
ま
っ
た
。
挑
発

が
あ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
労
働
者
が
不
満
だ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
党
員
が
二
〇
三
五
人
と
い
う
状
況
が
原
因
な
の
だ
。
そ
ん
な

党
は
無
為
な
草
木
に
も
等
し
い
。
我
が
党
は
工
場
を
放
棄
し
つ
つ
あ
る
」
（
フ
ラ
シ
ョ
ン
）
。
党
の
基
盤
は
パ
リ
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
全
土
で

揺
い
で
い
る
。
こ
れ
が
党
指
導
部
の
率
直
な
現
状
認
識
で
あ
っ
た
。
最
早
共
産
党
に
は
、
四
日
予
定
の
信
任
投
票
で
賛
成
票
を
投
じ
、
こ
れ
汚

い
て
い
た
が
、
こ
の
日
共
産
党
は
ス
ト
非
難
を
避
け
た
。

　
五
月
一
日
、
メ
ー
デ
ー
休
日
。
午
後
一
〇
時
か
ら
の
閣
議
で
、
共
産
党
は
労
連
要
求
の
実
施
を
主
張
し
、
一
方
の

連
合
政
権
多
数
派
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
か
く
し
て
閣
議
は
合
意
に
達
せ
ず
、
ラ
マ
デ
ィ
エ
は
、
賃
金
凍
結
政
策
の

是
非
を
政
府
信
任
投
票
と
い
う
形
で
国
民
議
会
に
謳
う
と
決
定
し
た
。
共
産
党
閣
僚
が
不
信
任
投
票
す
れ
ぱ
解
任
は

不
可
避
で
あ
り
、
信
任
投
票
す
れ
ぼ
、
党
の
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
は
修
復
困
難
に
な
る
ほ
ど
ま
で
に
壊
わ
れ
か
ね
な
い
。

共
産
党
は
、
連
合
政
権
に
参
加
し
続
け
る
か
、
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
を
守
っ
て
労
働
運
動
指
導
権
を
握
り
続
け
る
か
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
勿
論
共
産
党
は
、
二
つ
と
も
可
能
に
な
る
道
を
模
索
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
。
　
「
左
か
ら
我
々
の
足
元
を
す
く
お
う
と
し
た
り
、
我
々
が
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
…
…
金
属
労
連
の
要
求
は
完
全
に
正
し
い
。
我
々
は
そ
れ
を
支
持
す
る
」
（
デ
ュ
ク

　
　
連
合
政
権
に
踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と
共
産
党
は
努
力
す
る
。
午
後
の
労
働
者
集
会
で
組
合
指
導
部
は
、
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
産
党
は
、
労
働
再
開
と
ひ
き
か
え
に
ラ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
際
祉
会
党
内
に
は
、
一
定
の
賃
上
げ
を
認
め
共
産
党
と
の
政
権
協
力
を
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
狙
い
は
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
投
票
で
再
び
共
産
党
は
、
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上
の
支
持
基
盤
動
揺
を
甘
受
す
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
。
ラ
マ
デ
ィ
エ
内
閣
か
ら
の
排
除
を
党
は
覚
悟
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
共
産
党
は
、

連
合
政
権
参
加
の
道
を
探
る
。
　
「
我
々
が
政
権
復
帰
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
よ
り
も
良
い
立
場
を
占
め
て
復
帰
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
つ
く
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

め
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
ト
レ
ー
ズ
）
。

　
四
日
、
国
民
議
会
。
共
産
党
議
員
・
閣
僚
は
不
信
任
票
を
投
じ
た
。
五
日
、
共
産
党
閣
僚
は
解
任
さ
れ
る
。

　
だ
が
共
産
党
の
狙
い
通
り
、
社
会
党
内
に
、
ラ
マ
デ
ィ
エ
内
閣
を
総
辞
職
さ
せ
そ
の
後
共
産
党
と
の
連
立
政
権
樹
立
を
図
る
勢
力
が
あ
ら
わ

れ
る
。
七
日
の
社
会
党
全
国
評
議
会
で
、
反
共
産
党
派
と
共
産
党
容
認
派
は
激
論
を
交
わ
す
。
結
局
二
五
二
九
対
二
一
二
五
で
、
共
産
党
と
の

政
権
協
力
を
認
め
な
い
勢
力
が
勝
利
し
た
の
だ
が
、
両
派
の
勢
力
差
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
共
産
党
は
、
社
会
党
内
の
力
関
係
が
共
産
党
容
認
派

に
有
利
に
傾
き
、
連
合
政
権
に
復
帰
で
き
る
こ
と
を
願
い
続
け
る
。
　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
の
ア
メ
リ
カ
人
記
者

と
の
単
独
会
見
で
デ
ュ
ク
ロ
は
次
の
よ
う
に
言
明
し
た
。
　
「
労
働
者
階
級
の
利
に
な
る
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
め
ざ
し
て
、
我
々
は
、
政
府
と
の
協

力
を
続
け
て
い
き
た
い
。
た
と
え
一
時
的
に
我
々
が
政
府
に
参
加
し
な
く
と
も
、
そ
う
し
て
い
き
た
い
。
し
っ
か
り
書
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

『
一
時
的
』
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
」
。

　
連
合
政
権
復
帰
を
構
想
し
つ
つ
、
一
方
で
共
産
党
は
、
労
働
運
動
指
導
権
の
堅
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
賃
金
凍
結
を
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
と
は
言
え
、
基
幹
産
業
の
ル
ノ
ー
で
の
ス
ト
長
期
化
を
怖
れ
る
政
府
が
、
八
日
、
一
時
間
あ
た
り
生
産
手
当
三

表4　　5月9日労働者

　　集会投票結果

投票総噸
白　　票1
労働醐

19，197

　256
12，075

6，866

フ
ラ
ン
増
額
を
認
め
た
こ
と
で
、
共
産
党
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
に
雪
辱
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
日
の
ル
ノ
ー
労
働
者

集
会
で
、
組
合
指
導
部
は
こ
の
政
府
案
で
の
ス
ト
収
拾
を
図
り
勝
利
し
た
の
で
あ
る
（
表
4
）
。
食
糧
難
・
物
価
騰
貴
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

深
刻
な
当
時
は
、
長
期
ス
ト
を
担
う
だ
け
の
経
済
的
余
裕
が
労
働
者
に
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
以
降
共
産
党

は
、
社
会
党
と
の
連
合
政
権
再
構
築
を
追
求
す
る
一
方
、
再
び
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
が
泥
に
ま
み
れ
な
い
よ
う
労
働
者
の

要
求
を
積
極
的
に
掲
げ
続
け
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
解
放
か
ら
共
産
党
閣
僚
解
任
に
至
る
三
年
間
の
共
産
党
の
軌
跡
の
〈
第
一
の
特
徴
〉
は
、
賃
金
抑
制
派
が
多
数
を
占
め
る
連
合
政
権
に
参
加

す
る
た
め
、
賃
金
抑
制
に
事
実
上
協
力
す
る
が
、
そ
の
結
果
労
働
者
の
支
持
が
動
揺
す
る
と
党
主
導
で
賃
上
げ
運
動
を
組
織
す
る
、
と
い
う
パ

タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
あ
る
。
連
合
政
権
参
加
と
労
働
者
の
支
持
。
こ
れ
が
、
共
産
党
が
追
求
し
た
誓
い
れ
難
い
二
つ
の
目
標
で
あ
っ

た
。
　
〈
第
二
の
特
微
〉
は
、
四
六
年
夏
を
境
に
し
て
、
こ
の
二
つ
の
昌
標
の
矛
盾
が
激
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
四
六
年
夏
ま
で
は
、
労
働
運
動

で
共
産
党
に
対
抗
し
え
る
有
力
勢
力
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
共
産
党
が
生
産
重
視
・
要
求
軽
視
の
立
場
を
と
っ
て
い
て
も
労
働
者
の
支
持
を
繋

ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
P
T
T
ス
ト
で
状
況
は
変
わ
っ
た
。
護
民
官
イ
メ
ー
ジ
を
競
う
有
力
対
抗
馬
の
出
現
で
、
共
産
党
は

賃
上
げ
要
求
に
積
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
連
合
政
権
に
お
け
る
居
心
地
を
悪
く
し
た
。
そ
し
て
四
七
年
五
月
、

政
権
か
ら
の
一
時
的
離
脱
を
甘
受
し
て
ま
で
も
、
労
働
者
の
支
持
を
守
る
た
め
に
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



政権参加時代（一九四四一四七年）のフランス共産党と労働者（杉本）

　
こ
の
四
七
年
五
月
事
件
に
関
し
て
、
先
年
柳
田
陽
子
氏
が
論
文
（
「
フ
ラ
ン
ス
と
冷
戦
序
説
　
　
一
九
四
七
年
五
月
共
産
党
閣
僚
の
解
任
を
め
ぐ
っ

て
！
」
『
紀
要
』
東
大
・
教
養
　
一
四
）
を
発
表
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
言
及
し
つ
つ
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。

　
私
見
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
柳
田
論
文
の
主
結
論
で
あ
る
。
　
州
事
件
は
共
産
党
が
労
働
老
へ
の
指
導
権
保
持

の
た
め
、
未
練
を
残
し
つ
つ
一
時
的
に
政
権
を
離
脱
し
よ
う
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
」
（
一
〇
八
頁
）
。
確
か
に
、
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

へ
の
指
導
権
保
持
の
た
め
共
産
党
が
政
権
離
脱
を
甘
受
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
産
党
が
賃
上
げ
を
強
要
し
、
社
会
党
が
そ
れ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

を
拒
否
し
た
か
ら
こ
そ
政
権
離
脱
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
共
産
党
側
の
要
因
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
党
側
の
要
因
、
つ
ま
り
、
賃

金
抑
制
に
固
執
し
た
動
機
も
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
柳
田
氏
は
、
社
会
党
の
動
機
に
一
定
の
解
釈
を
与
え
る
所

説
（
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
説
や
、
社
会
党
の
対
米
考
慮
説
）
を
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
否
定
す
る
な
ら
ば
、

他
に
何
ら
か
の
社
会
党
の
動
機
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
属
の
論
考
に
は
そ
の
よ
う
な
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
欠
落
し
た
の
か
を
、
私
な
り
に
推
測
す
る
と
、
そ
れ
は
恐
ら
く
氏
が
、
四
六
年
末
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
と
い
う
短
期
の
経
緯
の
な
か
で

事
件
を
み
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
疵
に
よ
る
と
、
四
七
年
四
月
末
に
共
産
党
が
賃
上
げ
要
求
を
持
ち
出
し
た
こ
と
は
、
　
「
政

府
の
賃
金
据
え
置
き
政
策
を
支
持
し
、
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
ス
ト
を
抑
え
て
き
た
共
産
党
の
決
定
的
な
政
策
変
更
で
あ
っ
た
」
（
八
八
頁
）
。

確
か
に
、
四
六
年
末
以
降
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
こ
れ
は
政
策
変
更
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
、
変
化
し
た
方
が
事
件
の
主
動
者
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
共
産
党
が
主
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
賃
上
げ
要
求
は
、
解
放
手
繰
り
返
し
て
き
た
賃
金
抑

制
協
力
と
賃
上
げ
要
求
の
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
…
…
〈
第
一
の
特
微
〉
で
あ
り
、
確
か
に
政
権
離
脱
後
共
産
党
は
要
求
を
重
視
す
る
が
、
要
求
重

視
傾
向
は
既
に
前
年
夏
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
…
…
〈
第
二
の
鉤
竿
〉
。
そ
し
て
社
会
党
は
、
四
五
年
五
月
、
一
一
一
月
、
そ
し
て
四
六
年
夏
、
共

産
党
が
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
時
、
そ
れ
に
反
対
は
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四
七
年
五
月
に
は
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
が
賃
金
抑
制

協
力
か
ら
賃
上
げ
要
求
へ
と
変
化
し
て
い
た
時
、
社
会
党
も
、
賃
上
げ
承
認
か
ら
拒
絶
へ
と
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
社
共
政
権

協
力
が
始
ま
っ
た
解
放
時
に
遡
及
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
共
産
党
閣
僚
解
任
事
件
の
全
貌
は
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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と
は
言
え
、
こ
れ
は
私
の
勉
強
不
足
か
ら
く
る
短
見
か
も
し
れ
な
い
。
氏
の
主
張
を
曲
解
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
，
浅
学
非
才
を
許
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
は
、
共
産
党
が
な
ぜ
連
合
政
権
参
加
を
追
求
し
続
け
た
か
に
つ
い
て
は
一
切
分
析
し
な
か
っ
た
。
連
合
政
権
に
参
加
し
た

意
図
、
換
言
す
れ
ぱ
、
社
会
主
義
へ
の
道
構
想
に
お
い
て
連
合
政
権
参
加
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
　
京
都
市
北

）
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Kamakura　period　than　other　subjects．　And　there　are　many　unkown

points　about　the　relation　between　political　occurences　and　institutions，

though　political　institutions　of　the　lmperial　Court，　in　which　ln－hyojyo

院評定was　a　central　axis，　were　organized　in　relation　to　political

occurrences，　Hojo　Tokiyori’s北条町頼offer　about　benevolent　admini『

stration，　Kujo　Michiie’s九条道家down－fa11，　and　Tokiyori’s　nomination　of

Kanto－moshitugi　i114th　Kangen寛元（A．D．1246）．So　I　clear　that　relation

and　finally　1　position　these　institutions　in　political　history　of　KarrLakura

period．

le　p．　c．　£　et　les　ouvriers　（1944・一1947）

par

Yoshihiko　Sugimoto

　　Ce　qui　caract6rise　le　P．　C．　F．　b　la　p6riode　de　sa　participation　aux

gouvernements，　c’est　tout　d’abord　qu’il　a　r6it6re　un　pattern　contrast6　；

d’une　part，　une　collaboration　au　freinage　de　salaire，　collaboration　indls－

pensable　pour　participer　aux　gouvernements　et　d’autre　part，　une　cam－

pagne　pour　obtenir　une　augmentation　de　salaire　au　cas　ott　les　ouvriers

auraient　donn6　des　signes　d’610ignement　du　parti　par　suite　de　sa　colla－

boration　au　freinage．　Participer　aux　gouvernements　et　garder　les　suf－

frages　des　ouvrlers．　C’est　lb　deux　objectifs　que　le　P．　C．　F．　a　poursuivis，

objectlfs　diffLclies　b　faire　compatibles．

　　Au　reste，　il　est　ti　remarquer　que　1’incompatibilit6　de　ces　deux　objectifs

s’est　agrandie　depuis　1’6t6　1946．　Jusqu’alors，　le　P．　C．　F．　gardait　blen　les

suffrages　des　ouvriers　sans　diflicult6　malgr6　sa　n6gligence　de　leurs

revendications，　parce　qu’il　n’avait　aucun　rude　adversaire　dans　le　monde

du　travail．　Le　grbve　aux　P．　T．　T．　a　modifi6　une　telle　situation；　1’appa－

rition　d’un　adversaire　redoutable　a　forc6　le　P．　C．　F．　b　demander　vivement

une　auginentation　de　salaire，　ce　qui　a　fait　le　P．　C．　F．　sentir　inal　aux

gouvernements　au　point　que　il　a　da　se　r6signer　b　1’exclusion　du　gouver－

nement　en　mai　1947　en　continaunt　a　demander　une　augmentation．
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